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一
一

一

口

はちまんやま ふるつはちまんやま

ｌ、本書は新潟県新津市大字古津・金津に所在する八幡山遺跡群一古津八幡山古墳・八幡山遺跡一の確認調

査報告書である。

２、発掘調査は新津市教育委員会が調査主体となり、第11次調査（平成12年度）・第１２次調査（平成１３年度）・

第１3次調査（平成14年度）・第１4次調査（平成15年度）を実施した。

３，平成12年度から平成15年度に確認調査を、平成１５年度に報告書作成に係る整理作業を行った。調査体制

は第Ｉ章に記した。

４，出土遺物・発掘調査に関する記録は新津市教育委員会が一括して保管している。遺物注記は第11次：００

古津八幡山古墳、第１２次：01古津八幡山古墳、第13次：Ｏ２Ｈ、第14次：０３Ｈとし、トレンチ名・遺構名・

層位名等を併記した。

５，本書の編集は渡豊朋和が行い、高野裕子が補佐した。図版レイアウトは、遺構図版は高野、石器図版は

立木宏明、写真図版を含むその他を渡遥が行った。執筆分担は以下のとおりである。

第Ｉ章１．３．第Ⅱ章（渡豊)、第Ｉ章２．第Ⅲ章・第Ⅳ章２．３（高野)、第Ⅳ章１．４Ａ・Ｃ（渡遥)、

第Ⅳ章４Ｂ（立木）第Ｖ章（(株）古環境研究所)、第Ⅵ章（渡遥）である。

６、調査における遺構図面は、平面図は測量業者に委託して作成し、それ以外は調査補助員が作成し調査員

が記録した。遺構図面の校正・編集は渡遥の指示のもと高野が行った。

７，本書で報告する遺物の抽出は、弥生土器を主としたために、縄文土器は代表的なものに限っている。弥

生土器は細片に至るまで全て図化したが、縄文土器は、１４次lOTは一部、ｌｌＴは全く図化を行っていな

い。石器に関しても代表的なものに限っている。

８，土器実測図作成は阿部泰之・調査補助員の協力を得て渡豊が行った。石器実測図作成は一部を業者に委

託して立木が行った。

９、本書で用いた発掘調査写真は各調査担当者が撮影したものである。ただし、写真図版（扉）は（株）オ

リスが撮影したものを使用した。遺物写真は佐藤俊英氏（ビッグヘッド）に撮影を依頼した。

10、遺構図面・遺物図面の作成に関しては（株）オリスに委託し、デジタルトレースを行った。

11、調査から本書の作成に至るまで下記の方々・機関より御指導・御協力を賜った。（所属・敬称略、五十音

順）

赤津徳明・甘粕健・石川日出志・石田守之・春日真実・北村亮・小林達雄・笹沢正史・品田高

志・鈴木俊成・関雅之・高橋保・滝沢規朗・田中耕作・田海義正・中島栄一・芳賀利仁・橋本博

文・藤巻正信・増子正三・三ツ井朋子・吉田博行・八藤後智人

（株）小川組．（株）セビアス．（株）ミナミジオマック．（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団



凡 例

1、本書は本文・別表と巻末図版（図版・写真図版）からなる。

２，本書で示す方位はすべて真北である。磁北は真北から西偏約７度である。掲載した図面のうち、既存の

地形図等を使用したものについては原図の作成者・作成年を示した。

3、本文の注は各章の末尾に記した。引用文献は著者と発行年を〔〕で文中に示し、巻末に一括して掲載

した。

４，遺構番号は現場で付したものを本報告にあたり、新たに付け直した。基本的に調査年次毎に通し番号を

付しているが、環濠のように旧調査の遺構に対応できる場合には、新たな遺構番号を付さず、旧調査の

遺構番号を用いたものがある。

また、同一環濠であると考えていたものが、別の環濠になったり、別の竪穴住居であると考えていた

ものが一つの竪穴住居であると確認されたりしたために、旧報告とは遺構名が一部変更になっているも

のがある〔渡豊他2001〕。

５，土層の土色観察は『新版標準土色帖』〔農林水産技術会議事務局監修1967〕を用いた。

6、土器実測図で口径復元に不安があるものについては、中軸線の両側に空白を作って区別した。実測図の

表記方法は〔渡遥他2001〕による。

7、個別遺構図面の縮尺は古墳平面図１／150、断面図ｌ／80、竪穴住居ｌ／６０．１／80、環濠平面図ｌ／200、

断面図ｌ／80、士坑ｌ／２０．１／40とした。

８，遺構図面で用いたスクリーントーンは以下のとおりである。

鯵蕊撹乱・木根・旧トレンチ職コンクリート綴繍盛土焼土Ｌ環濠黒色土

９，遺構図面で用いた遺物ドット図は、土器を●、複数接合している土器を▲、石器を■で示している。
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１４２２・ＳＫｌ４２３・ＳＫ１４２４・ＳＫｌ４２５・Ｐiｔ（１／４０．１／80）

北地区弥生土器実測図１第１３次調査２Ｔ・３Ｔ・４Ｔ，７ＴＳＤＯ３ＳｌＯ（ｌ／３）

北地区弥生土器実測図２第13次調査８Ｔ・１０Ｔ・１１ＴＳＤＯ３ＳｌＯ（１／３）

北地区弥生土器実測図３第13次調査９TSDO901、ｌ４ＴＳＤＯ３ＮＯ５（１／３）

北地区弥生土器実測図４第13次調査ｌ２ＴＳＩｌ３０７（ｌ／３）

北地区弥生土器実測図５第１３次調査ｌ２ＴＳＩｌ３０７（１／３）

北地区弥生士器実測図６第13次調査１２ＴＳＩｌ３０７（１／３）

北地区弥生土器実測図７第13次調査１２ＴＳＤＯ３Ｓ１６（ｌ／３）

北地区弥生土器実測図８第13次調査１３Ｔ・l5TSD1011、ｌ７Ｔ、ｌ８ＴＳＩ１３１１・ＳＩ１３１２（１

／３）

北地区弥生土器実測図９第13次調査ｌ８Ｔ、１９ＴＳＩ１３１３（１／３）

北地区弥生土器実測図１０第13次調査ｌ６ＴＳＩ１３０９・ＳＫ１３１０（ｌ／３）

北地区弥生土器実測図'’第14次調査ｌＴＳＩｌ４０１（SIO3S21)、２Ｔ・４Ｔ・５Ｔ（ｌ／３）

北地区弥生土器実測図12、北東地区遺物実測図’第14次調査８Ｔ・９Ｔ、ｌＯＴＳＩ１４０７・ＳＫ

ｌ４１９（１／３）

北地区弥生土器実測図１３第14次調査３ＴＳＤｌ４０２（１／３）

北地区弥生土器実測図１４第１４次調査３Ｔ・ｌ２Ｔ・ｌ４Ｔ・１５ＴＳＤ1402（１／３）

北地区弥生土器実測図１５第14次調査１３Ｔ・ｌ６ＴＳＤｌ４０２（１／３）

北地区弥生土器実測図16,古津八幡山古墳遺物実測図’第11次．１２次．１４次調査ｌ６Ｔ、l7TS

D1402、古津八幡山古墳（ｌ／３）

北東地区縄文土器実測図’第14次調査ｌＯＴＳＩ１４０９（ｌ／３）

北東地区縄文土器実測図２第14次調査ｌＯＴＳＩｌ４０９（ｌ／３）

石器実測図’第13次．１４次調査（２／３）

石器実測図２第１３次．１４次調査（ｌ／２）

石器実測図３第13次・’4次調査（ｌ／３．２／３）

石器実測図４第13次・’4次調査（１／３）

塩辛遺跡弥生土器実測図（ｌ／３）

塩辛遺跡土師器実測図（ｌ／３）
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北地区第13次調査７ＴＳＤＯ３ＳｌＯ

北地区第１３次調査７ＴＳＤＯ３ＳｌＯ

北地区第13次調査８Ｔ・ｌＯＴ・ｌｌＴＳＤＯ３Ｓ１０１０ＴＳＤＯ３ＳｌＯ
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北地区第14次調査ｌＴＳＩＯ３Ｓ２１（SIl401）
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北地区第14次調査９Ｔ全景９ＴＳＤｌ４０５

北東地区第14次調査ｌＯＴＳＩｌ４０７・ＳＩｌ４０８１０ＴＳＩｌ４０７１０ＴＳＩｌ４０８１

１４１９１０Ｔ

北東地区第14次調査ｌＯＴ北側lOTSKl416abclOT40区Pitl・ｌＯＴＳＩｌ４０９

北東地区第14次調査ｌｌＴｌｌＴＳＫｌ４２４１１ＴＳＫｌ４２３１１Ｔｌ５区Pitl

北地区第１４次調査６ＡＢＴＳＤＯ９０１、風倒木６ＡＴＳＤＯ９０１６ＡＴ風倒木６』

景７Ｔ全景

北地区第１４次調査ｌ３ＴＳＤｌ４０２

北地区第14次調査３Ｔ全景３Ｔ

北地区第14次調査３ＴＳＤｌ４０２

北地区第14次調査ｌ２ＴＳＤｌ４０２１４ＴＳＤｌ４０２１５ＴＳＤｌ４０２

lＯＴＳＫ

６ＡＢＴ全
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第Ｉ章序

第Ｉ章序 章

ｌ調査に至る経緯(第１表第２表）

第１次調査～第10次調査八幡山遺跡群は土砂採取に伴う昭和62年の第１次調査によって発見され、翌年ま

でに実施した第２次～第５次調査によって、日本海側最北の大規模な弥生時代の高地性環濠集落と大形古墳

が存在することが明らかとなった。また、環濠が数ケ所で検出され、幾重にも巡る可能性が指摘された。こ

のように遺跡の重要性が詳らかになるにつれて、全国規模の遺跡保存運動が起こったが、粁余曲折を経て、

平成２年度に遺跡の主要部分略全域が保存されるということで決着した。第１次～第８次調査はこのような

開発を前提とした確認調査・本調査として行った。その後、平成５．６年には、遺跡の範囲や環濠の繋がり

を確認することを目的とした第９次・’０次調査を実施した〔渡過他2001〕。

八幡山遺跡は、平成２年～４年度には自治省のふるさとづくり事業の選定を受けて「花と遺跡のふるさと

公園整備事業」として、園路・竪穴住居・環濠の整備がなされた。不明確な部分についても推測による復元

がされる等の一部に問題はあるものの、今では歴史教育の場として小中学校に広く活用されている。また、

平成７年８月25日には新潟都市計画公園「５．５．５１号花と遺跡のふるさと公園」として約43haが都市計画

決定され、八幡山遺跡と周辺の新潟県立埋蔵文化財センター・新潟県立植物園等が市内の総合的な文化ゾー

ンとなるに至っている。

第11次調査・第１２次調査平成12年３月８日、新潟県環境対策謀と初めて国設新津酸性雨測定所の撤去につ

いて協議し、コンサルタント会社による施工計画原案作成後、再度協議を行うこととする。６月21日、施工

計画書原案を基に環境庁大気保全局大気規制課・県環境対策謀・県文化行政課と再度協議し、市教委が確認

調査を早急に実施し、調査結果に基づいて施工計画書を検討することとなった。７月に確認調査を実施し

（第11次調査第Ⅲ章に詳述)、調査結果に基づいて、１０月～12月に施工方法について協議を行う。１２月22日付

け環大第326号で文化保護法第57条の３第１項に基づく埋蔵文化財発掘の通知。『旧国設新津酸性雨測定所解

体工事施工計画書』が環境庁大気保全局長から出され、これに対し平成13年１月12日教文１００６号で県教育長

から工事立会の指導。市教委は基礎部分撤去について工事立会で対応し、重要な遺跡であることから十分な

記録を取るために確認調査を追加して実施することとし、３月～４月に基礎工事撤去に伴う確認調査を実施

した（第１２次調査詳細は第Ⅲ章に詳述)。

第13次調査・第１4次調査国指定史跡申請のために、遺跡範囲・性格・環濠の繋がりを明らかとすることを

主目的として、第13次・’4次調査を行った。平成14年度の第13次調査では外環濠・内環濠の各末端部分を検

出し、また環濠と竪穴住居の重複関係を初めて確認し、環濠と竪穴住居が必ずしも同時存在ではないことが

第１表八幡山遺跡群発掘調査の流れ

１９８７１９８８１９８９

昭和62年昭和63年平成１年

１次

1次･2次３次

４次･5次

1次

１９９０1991199219931994

平成２年平成３年平成４年平成５年平成６年

、雌調査

9次１１０次

6次･7次１８次

Ｆ|確認調在 ｜ー1確認調査本調査 Ｆ－|本調査

２０００200120022003
文献

平成１２年平成13年平成14年平成15年

１１次１２次平成４年測迩調査報告書刊行、本書

１３次14次平成13年報告番刊行、本書

平成１３年報告番刊行

１４次平成13年報告書刊行、本書

1

音
一下



－

２次

明確となった。そして、平成15年度の第14次調査では八幡山遺跡整備基本構想策定委員会を立上げ、委員会

で調査ケ所を設定し、国指定の手続き・指定後の活用方法について話し合った。調査の結果、古津八幡山古

墳北西斜面で新たな環濠を確認し、八幡山遺跡の北側にある埋葬地遺跡で、弥生時代の竪穴住居２棟が初め

て検出され、八幡山遺跡と一連のものとして考えるべきであると推察されるに至った。埋葬地遺跡に関して

は、調査終了後に遺跡名を抹消し、八幡山遺跡北東地区として扱うこととし、八幡山遺跡範囲変更の手続き

を行った。

第２表八幡山遺跡群発掘調査経緯

次
次
次
次
次
次

P1

h』

』

Ｔ－ｈＯ【

9-00(】

4ｂ」ろ

843.s

畑lＸ６９８－ｂ４

．'Ｘ，ｆｒ
■ロ

２

１５６㎡

－

年次

１次

１調査に至る経緯

13,180㎡

次
次
次
次
次

１４次

－

調査面積

502㎡

77㎡

3,317㎡

207㎡

15.08㎡

6,500㎡

46.18㎡

(第６次調査分含む）

9,000㎡

372㎡

590㎡

北東地区361.71㎡）

843.9㎡

1,060.25㎡

(北地区698.54㎡、

調査年 調査区 おもな成果

１９８７（S62）

9.28～１０．９

北地区

北東地区

市教育委員会による確認調査（担当県文化行政課戸根）

八幡山城跡一古墳の可能性を指摘

盛土下から竪穴住居検出八幡山遺跡の発見

1987（S62）

11.24～12.8

北地区 市教委（担当川上）による確認調査

１９８８（S63） 八幡山遺跡発見通知を文化庁に提出

１９８８（S63）

6.23～9．１６

北地区 市教委による確認調査（担当川上）

環濠・竪穴住居・前方後方形周溝墓等の検出

１９８８（S63）

9.21～１０．３

南地区 市教委による確認調査（担当川上・荒木）

遺物出土、「狼煙台」とされる焼土坑の検出

1988（S63）

11.9～１１．１８

南地区 市教委による確認調査（担当伊興部）

竪穴住居の検出

1990（Ｈ２）

5.26～

南地区

(記録保存）

市教委による発掘調査（担当川上）

1990（Ｈ２）

7.23～8．１０

南地区

南西地区

県文化行政課・市教委による確認調査（担当渡遥）

南地区で環濠・竪穴住居等の調査遺跡の範囲拡大

1991（Ｈ３）

5.20～10.31

南地区

(記録保存）

市教委による発掘調査（担当渡遥）

竪穴住居・焼土坑の検出

１９９１（Ｈ３）

6.25～8.31

北地区 古津八幡山古墳の測量調査（古津八幡山古墳調査団

代表新潟大学甘粕教授）

墳丘長約60ｍの２段構築の造出し付円墳と推定

1993（Ｈ５）

9.21～１１．５

北地区 市教委による確認調査（担当渡遥）

環濠が古墳の東側・北東斜面に100ｍ以上延びることを確認

１９９４（Ｈ６）

9.16～11.14

北地区 市教委による確認調査（担当渡遥）

環濠の確認初めて方形周溝墓２基検出

2000（Ｈ12）

ーー

北地区 市教委による古津八幡山古墳の確認調査（担当立木）

環境省の大気観測所撤去に伴う事前確認調査

2001（Ｈ13）

3.16～5.18

北地区 市教委による古津八幡山古墳の確認調査（担当立木）

環境省の大気観測所撤去に伴う確認調査

2002（Hl4）

6.3～10.7

北地区 市教委による確認調査（担当渡遥）

外環濠・内環濠の各末端を確認し、各所で分断して

いることを確認竪穴住居と環濠の重複関係を確認

2003（Ｈ15）

5.23～10.23

北地区

北東地区

市教委による確認調査（担当渡擾）

古津八幡山古墳の北西斜面で新たな環濠を確認

北東地区（１日埋葬地遺跡）で弥生時代の竪穴住居を検出



第Ｉ章序章

２調査経過

第11次調査平成１２年６月28日付け教生第291号で発掘調査の通知を提出。７月３日（月）国設酸‘性雨新津

測定所周辺にトレンチ５ケ所設定し人力で掘削開始、３Ｔ・４Ｔで落ち込みを各１ケ所確認。弥生・古墳・

古代の土器が出土。７日（金）新潟大学甘粕健名誉教授・橋本博文教授来跡。各トレンチに川砂を搬入し、

埋め戻しを行い調査終了◎

第１２次調査平成１３年３月１５日付け教生第665号で発掘調査の通知を提出。１６日（木）建物解体作業開始。

４月１０日（火）基礎部分解体作業開始。１７日（火）橋本教授来跡。２３日（月）基礎撤去終了し、トレンチ状部

分の壁面・床面を精査し、溝・土坑・ピットを確認。古墳墳丘面と推測される層から弥生時代後期以降の土

器が出土。２４日（火）～2６（木）セクション写真撮影。２５日（水）甘粕名誉教授・橋本教授来跡。２７日（金）

セクション図作成。５月１日（火）・２日（水）全体写真撮影。７日（月）～９日（水）測量業者による平面

測量。１０日（木）～１８日（金）川砂を搬入し、埋め戻しを行う。器材を撤収し調査を終了。

第13次調査平成14年５月29日付け教生第145号で発掘調査の報告を提出。６月３日（月）調査予定トレン

チ周辺の草刈り・現況写真撮影後、人力掘削に入る。６日（木）～１０日（月）３Ｔで遺構が検出されたが、

部分的に拡張した結果、方形周溝墓と判明。２０日（木）７ＴでSDO3SlO環濠の南端を確認。７月４日（木）

新潟県教育庁文化行政課田海義正・滝沢規朗主任調査員来跡。１２日（金）～８月28日（水）９Ｔ・ｌ４Ｔによ

りSDO901環濠とSDO3NO5環濠が繋がらないことが判明。７月１２日（金）～９月１０日（火）ｌ３ＴでSD

lOll環濠がさらに西へ延びていることが判明し、ｌ５ＡＴ・ＢＴ・ＣＴの順で調査した結果、ｌ５ＣＴで環濠末

端を検出。７月１２日（金）～９月１９日（木）１２ＴでSDO3Sl6環濠南端と竪穴住居を検出◎１９日（金）文化庁

記念物課坂井秀弥主任調査官・県文化行政課滝沢主任調査員来跡。８月６日（火）橋本教授による７Ｔ環濠

土層剥ぎ取り。７日（水）～10月４日（金）西側・南側斜面にl6T・ｌ７Ｔ・l8T・ｌ９Ｔ・２０Ｔを設定したが

新たな環濠は無く、ｌ６Ｔ・ｌ８Ｔ・ｌ９Ｔで竪穴住居を検出。８月８日（木）橋本教授来跡。１２日（月）杉木に

落雷。１６日（金）７Ｔ環濠土層剥ぎ取り。２８日（水）甘粕名誉教授来跡。９月13日（金）調査終了トレンチか

ら川砂を搬入し、埋め戻し開始。２１日（土）明治大学石川日出志教授他８名来跡。１０月４日（金）～７日

（月）器材撤収・後片付けをし、調査を終了した◎

第14次調査平成15年５月21日付け教生第138号で発掘調査の報告を提出。北東地区（埋葬地遺跡）は７月１８

日付け教生第306号で発掘調査の報告を提出◎５月23日（金）トレンチを設定し、草刈り開始。現況写真撮

影後、人力掘削。２７日（火）～６月24日（火）ｌＴで環濠は検出されず、西尾根に環濠が存在しないことが

判明。ＳＩＯ３Ｓ２１竪穴住居を再調査。６月２日（月）～５日（木）２Ｔにより北西斜面には内環濠ＳＤｌＯ１１

の他に環濠が無いことが判明。６月12日（木）橋本教授来跡。２４日（火）～７月１７日（木）第13次３Ｔ・４Ｔ

の北東側で竪穴住居の有無を確認するために５Ｔ・８Ｔを設定したが検出されず。４Ｔ・９Ｔにより北側に

新たな条溝は検出されず。７月１日（火）甘粕名誉教授・橋本教授来跡。２２日（火）～10月21日（火）ｌＯＴ・

llT調査。ｌＯＴでは弥生時代２基と縄文時代１基の竪穴住居検出。ｌｌＴは縄文時代の遺構が主体◎１１日（月）

第１回八幡山遺跡整備基本構想策定委員会。９月５日（金）調査終了トレンチから川砂を搬入し、埋め戻し

開始。７日（日）現地説明会。２４日（水）～１０月21日（火）古墳北側の３Ｔで新たな環濠を検出。ｌ２Ｔ・ｌ３Ｔ・

l4T・ｌ５Ｔ・ｌ６Ｔ・ｌ７Ｔで繋がりを確認。西端は舗装道路を隔てたl6Tで確認し、遺跡の範囲が若干拡大す

ることとなった。１０月１１日（土）３Ｔ（SDl402）環濠土層剥ぎ取り。２０日（月）東北学院大学辻秀人教授来

跡。２２日（水）・２３日（木）器材撤収・後片付けをし、調査を終了した。

３



平成１４年度

３調査体制(第３表･第４表）

調査体制は第３表のとおりである。また平成15年度から設置した委員会は第４表のとおりである。

第３表調査体制

平成１５年度

第１３次調査

調査年次

第１１次調 査 平成１２年度

第１２次調査 平成１３年度

調査員

３ 調査体制

氏

甘粕

小林

石川

飛田

小林

伊 藤

川 田

坂井

北村

藤 巻

石崎

大 戸

長谷川

榎本

松井

羽生

目黒

荒木

田 中

渡 遥

立木

４

第１４次調 査

調査

第４表八幡山遺跡整備基本構想策定委員会

新潟大学名誉教授

園畢院大畢教授（新潟県立歴史博物館長）

明治大学教授

長岡造形大学教授

新潟大学元教授（にいつ森林文化アドバイザー）

新津市文化財調査審議会委員長

金津地区区長会代表（塩谷区長）

文化庁文化財保護部記念物課主任調査官

新潟県教育庁文化行政課埋蔵文化財係長

(財)新潟県埋蔵文化財調査事業団調査課長

新津市企画調整課長

新津市都市整備課長

新津市農・産業振興課長

新津市市民生活課長

新津市教育委員会教育長

新津市教育委員会生涯学習課長

新津市教育委員会生涯学習課長補佐

新津市教育委員会生涯学習課文化財係長

新津市教育委員会生涯学習課文化財係主任

新津市教育委員会生涯学習課文化財係主任

新津市教育委員会生涯学習課文化財係主査

健
雄
志
夫
吾
男
郎
弥
亮
信
郎
男
一
伸
弘
夫
正
幸
夫
和
明

出

名
達
日
範
正
文
喜
秀
正
義
三
勇
泰
隆
政
茂
朋
宏

担当

考 古

考 古

考 古

造園

植 物

文化 財

地 元

指 導

指 導

指 導

新津市役所

新津市役所

新津市役所

新津市役所

事務局

事務 局

事務 局

事務 局

事務 局

事務局

事務局
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第Ⅲ章遺跡の位置と環境

１地理的環境

新津市は新潟県のほぼ中央、新津丘陵の北端に位置し、市域の大半は平坦な沖積平野と市域の４分の1を

占める起伏の小さな丘陵（新津丘陵）とからなっている。市域の西を信濃川、東を阿賀野川が流れ、北は両

河川が最も近接した位置に両河川を繋いで流れる小阿賀野川を挟んで、県都新潟市と境を接している。現在

日本海までは直線距離で約201皿の位置にある。

新津丘陵は南南西から北北東に延びる丘陵の北端部、加茂川以北にあたる。標高300ｍ以下の起伏の小さ

な山地・丘陵で、菩提寺山以南では標高200～280ｍと比較的高く、その以北では高度を下げ、北端の秋葉山

付近では標高70～80ｍとなり沖積面に没する。また、台地は丘陵縁辺に小規模に分布し、低地には自然堤防

などの微高地が複雑に発達する。これらの地形は最終氷期後期以降の海水準変動と信濃川・阿賀野川・能代

川などが頻繁に氾濫を繰り返した状況を示していると考えられている〔新津市史1989〕・

八幡山遺跡は新潟県新津市大字古津字八幡腰・戸畑・烏撃場・初越他に所在する。新津丘陵の北西端に位

置し、樹枝状に延びた支丘陵のうち、大略北北西に延びた通称「金津丘陵」の北半部に立地する。丘陵東側

に金津谷が拡がり、丘陵に沿って金津川が北流する。遺跡のある支丘陵は標高54.5ｍを頂部とし､北西・西・

東・南に尾根が続く。北西に延びた尾根は穏やかに下降し、その先端付近には古津八幡山古墳が築かれてい

る。この北西方向の尾根と東方向の尾根の間には北東向きの緩斜面が150ｍ四方程の範囲に広がり、ここが

弥生時代の集落の中心となっている（北地区)。また北東斜面下方の標高約25ｍ、南北約100ｍ・東西約40ｍ

の平坦な台地上からは、第14次調査で弥生時代後期の竪穴住居が２基検出され、八幡山遺跡と一体として捉

えるべき遺跡であることが明らかとなった（北東地区)。

南方向の尾根は、幅20ｍ、長さ70ｍ程の痩尾根を経て、北西から南東方向に延びた幅40～50ｍ、長さ200

ｍの尾根へと連なっている。この尾根は中央部付近から東側にかけて僅かに高度を上げ、南東端の標高53ｍ

を頂部とした後、北東に向きを変えた緩斜面へと広がる。竪穴住居８基が頂部から幾分下がった標高約50ｍ

の北東斜面を中心として検出された（南地区)。

八幡山遺跡の西には信濃川によって形成された越後平野が眼下に広がり、遠く弥彦山・角田山を望むこと

ができる。信濃川左岸にある緒立八幡神社古墳・菖蒲塚古墳・山谷古墳・稲場塚古墳などの前期古墳や大沢

遺跡・山谷古墳下層遺跡などの高地‘性集落と対時する位置にある。また阿賀野川を遡れば会津盆地に至る。

新津市は信濃川・阿賀野川の両大河川が近接する位置にあり、弥生時代においても軍事・交通の要所であっ

たと推測することは容易である。

２周辺の 遺跡

市内では現在90ケ所の遺跡が確認されている。旧石器・縄文・弥生時代の集落遺跡・遺物散布地と古代・

中世の生産遺跡は丘陵上や丘陵裾部・台地上に立地し、古代・中世の集落遺跡は沖積平野の微高地に立地す

る。古墳時代前期終末には丘陵縁辺や沖積平野上の微高地に集落が営まれることが明らかになってきた。

旧石器時代の遺跡八幡山遺跡第３次調査〔渡擾他2001〕や草水町２丁目窯跡の調査でナイフ形石器・石刃

５



２周辺の遺跡

墨重奏雪雲
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Ⅱ

などが散発的に出土している。市内では他に旧石器時代

の遺跡は登録されていない。丘陵上や丘陵裾部に立地す

る。

縄文時代の遺跡市内で20遺跡あり、標高１０～30ｍ程の

丘陵上・丘陵裾部や台地上で、平野部からさほど離れな

い場所に立地する遺跡が多い。調査事例の増加により市

内で草創期・早期・前期・中期・後期・晩期の各時期の
第１図秋葉遺跡弥生土器（1/3）

遺跡の存在が確かめられた。愛宕沢遺跡では草創期の石

斧が纏まって検出された〔立木2004〕（注ｌ)。遺跡の存続時期は採集資料による限りでは、縄文時代中期あ

るいは中期から後期前葉の遺跡が多い。八幡山遺跡北東地区からも後期前葉の土器が出土している。

弥生時代の遺跡市内で７遺跡が確認されている。平成15年度に２遺跡の注目すべき発見があった。まず、

新津丘陵北端の秋葉遺跡から中期前葉の土器が発見されたが、現状では市内で最古の弥生土器である（第１

図)。また、八幡山遺跡の麓にある塩辛遺跡で中期後葉の土器が纏まって検出された（図版49)。下水道工事

立会に伴う小規模な調査であるものの、古墳時代後期（図版50）・平安時代の土器も出土しており、扇状地に

各時代の遺跡が重畳的に形成されている。また、八幡山遺跡が形成される直前の遺跡として重要である。

後期には金津丘陵の八幡山遺跡・居村Ｃ遺跡（，．Ｅ地点）〔川上1996、渡遥1997、渡遥他2001〕の他に、

丘陵裾部に立地する舟戸遺跡や、1.21皿程北に位置する山境遺跡からも土器が出土しており、八幡山遺跡周

辺に小規模な遺跡が点在していた可能性が高い。

古墳時代の遺跡市内で10遺跡が確認されている。八幡山遺跡の北西端には、集落廃絶後に古津八幡山古墳

〔甘粕・川村他1992〕が築かれている。墳丘長約60ｍの造出し付円墳と考えられており、現在確認できる新

潟県内最大の古墳である。近接して舟戸遺跡・高矢Ｃ遺跡があり、両遺跡とも丘陵縁辺や台地の端部に立地

し、前期末頃の土師器が出土している。舟戸遺跡では前期末頃の竪穴住居が数基検出されており、古墳との

関係が注目される〔川上1995〕。また、沖積平野に立地する沖ノ羽遺跡〔高橋保1996〕・上浦Ｂ遺跡・結七島

遺跡等の平安時代の生活面の下から古墳時代前期・中期の遺物・遺構が検出されている。前述したように、

平成15年度に塩辛遺跡から古墳時代後期（６世紀中頃）の土器が纏まって出土しており（図版50)、八幡山遺

跡・古津八幡山古墳と古代の金津丘陵製鉄遺跡群を繋ぐ時代の遺跡として重要である。

古代の遺跡奈良・平安遺跡の遺跡は、市内で45遺跡確認されている。主に平野部に立地する集落遺跡と丘

陵裾部に立地する製鉄遺跡、須恵器・土師器窯跡等の生産遺跡がある。

丘陵裾部の生産遺跡としては、北東側斜面には須恵器・土師器窯跡が分布し、新津丘陵窯跡群と呼称され

ている。一方、丘陵北西側の金津地区では７遺跡９地点以上から製錬炉（箱形炉・竪型炉）と多数の木炭窯が

検出され、金津丘陵製鉄遺跡群と呼称されている。共伴遺物と炉形態や木炭窯の形態・構造などからみて８

世紀から12世紀にかけての遺跡と考えられる。

中世の遺跡市内で25遺跡確認されている。平野部の微高地に立地する集落跡、丘陵裾部に立地する山城・

製鉄関連遺跡がある。自然堤防上の遺跡は現在の居住域と重なるためか、実体は今一つ明らかでない。城館

跡は８ケ所を数える。江内遺跡〔春日他1996〕や内野遺跡の発掘調査〔立木他2002〕で、１４世紀から１５世紀

に至る中世集落の一部が明らかになった。

近世の遺跡集落跡は平野部の微高地に立地し、中世と同じく現在の住居域と重なるためか、実体は不明瞭

である。江内遺跡の発掘調査で17世紀前半から営まれる近世集落の一部が明らかになった。

注ｌ草水町２丁目窯跡の範囲から草創期の遺物が検出された南東側の範囲を分離したものである。
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第Ⅲ章第１１次・’２次調査

第Ⅲ章第11次・１Z次調査一古津八幡山古墳の調査一

１概要

古津八幡山古墳の墳頂部に設置された国設新津酸‘性雨測定所撤去に伴い、平成12年７月に確認調査（第１１

次調査)、平成13年３月～４月に基礎工事撤去に伴う立会調査・確認調査を実施した（第'２次調査)。調査の結

果、昭和50年の設置当時も山城（古墳ではなく中世の山城と考えられていた｡）の上に施設を造ることから、掘

削を最小限度に留めるように配慮がされており、掘削は建物の基礎部分に限定されていることが判明した。

また、当時の設計図どおりに施工されていることも明らかとなった。第１２次調査は基礎部分の幅約1ｍ・深

さ約80cmのトレンチ状の調査となった。層序はｌ層：表土、２層：極暗褐色士、３層：暗褐色士、４層：暗

褐色土であり、３層以下が古墳盛土と考えられる。出土遺物は平安時代の土師器が主体であり、主体部と推

測される遺構も検出されなかった。

２ 遺構

トレンチ状の調査区のために検出された遺構の詳細は不明な部分が多い。何れも墳丘面である３層上面よ

り上層からの掘り込みである。

ＳＤ１１０１（図版１２．４２）

ＧｌＯ－５（11次３Ｔ）に位置する溝。未掘のため形態・深さは不明である。確認面で最大幅は1ｍを測る。

SD1201に繋がる可能性がある。土師器無台椀（452.454）が出土。

ＳＫ１１０２（図版１２）

ＧｌＯ－５（１１次３Ｔ）に位置する士坑。未掘のため形態・深さは不明である。確認面で最大径は72cmを測

る。土師器無台椀が出土。

ＳＫ１１０３（図版12）

ＨｌＯ－６（１１次４Ｔ）に位置する土坑。未掘のため形態・深さは不明である。確認面で最大径は58cmを測

る。遺物は出土していない。

ＳＤ１２０１（図版12）

ＧｌＯ－５、Ｈ１0－１．６（'２次調査区）に位置する溝。幅1.07ｍ・深さ64cmを測る。遺物は出土していな

いｏ

３ 遺物

出土した遺物は何れも小片で、図示できたものは少ない（450～455)。450は高杯か器台の有段脚部、451は

佐渡小泊産の須恵器無台杯、452～454は土師器無台椀、455は弥生土器底部である。４５２．４５４以外は'２次調

査の床・壁面精査の際に出土したものである。
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１概要

第Ⅳ章第13次．１４次調査一八幡山遺跡の調査一

１慨要

国指定史跡申請の基礎資料とするために、第13次・第１4次調査では遺跡の範囲を明確にすること、そして

環濠の繋がりを明らかにすることを目的として確認調査を実施した。第13次調査では後者を、第14次調査で

は前者を主目的とした。

内環濠第13次調査では内環濠の繋がりを確認するために、それ以前に判明していた環濠の周囲にトレンチ

を設定した。その結果、北東斜面のl2Tで環濠の南東端を、北西斜面の13Ｔ・１５Ａ．Ｂ・ＣＴで環濠を検出

し、１５ＣＴで南西端を確認した。北西斜面の16Ｔ・ｌ７Ｔでは環濠が検出されず、南西斜面の18～20Ｔでも検

出されなかったので、内環濠は13次12Ｔからｌ５ＣＴの範囲に限定されることが明らかとなった。内環濠は第

３次調査で土橋状の部分が検出されているので、そこを挟んで南東側を内環濠Ａ（SDO3S16)、北西側を内

環濠Ｂ（SD1011）と呼称することとした。また、北西斜面は急傾斜ではあるが15Ｔの下に段状の地形が認

められ、更に外側に環濠が存在する可能性が考えられたが、１４次２Ｔで無いことを確認した。また西尾根に

も14次ｌＴで無いことを確認した。

外環濠外環濠の繋がりを確認するために、第13次調査ではＳＤＯ３ＮＯ５・SDO3S10間に２Ｔ～４Ｔを設定

したが、環濠は検出されず、両者が繋がらないことが明らかとなった。そして周囲にトレンチを設定した結

果、ｌ４ＴでSDO3NO5の北西端を検出し、９Ｔから北側のSDO901とは別遺構であることが分かった。SD

O3S10は７Ｔで南東端を、８Ｔ・１０Ｔ・l1Tの調査によりｌｌＴで北西端を検出した。このことにより、古津

八幡山古墳を捲く外環濠Ａ（sDo901）と約70ｍ離れた南側の外環濠Ｃ（sDo3s10)、そして、外環濠Ａの

南側に５ｍ程ずれて繋がらない全長わずか15ｍ程の外環濠Ｂ（SDO3NO5）に分かれることが判明した。

外環濠Ａ（SDO901）は、第９次調査で北西端を検出していたが、上記のように環濠が各所で分断するこ

とが明らかになり、土橋を挟んでさらに西側に伸びる可能‘性が生じたために、第14次調査で西側にトレンチ

を設定した（３Ｔ・６Ｔ・７Ｔ・１２Ｔ～17Ｔ)。その結果、SDO901の15ｍ程内側（山側）で新たな環濠が検出

され、外環濠，（SDl402）とした。環濠の東端は古墳裾部に位置するために確認していないが、西端は道

路西側のl6Tで確認することができた。

この他に、新たな環濠（条溝）を確認するために、北東地区に繋がる北東沢と宮浦沢問の尾根（14次９Ｔ)、

北側の宮浦沢・寺前沢間の尾根（14次４Ｔ）にトレンチを設定したが、無いことを確認した。また、東尾根

（13次５Ｔ）でも検出されなかった。

これまでの調査により、環濠の断面形は、基本的に底面の狭いＶ字形であるが、末端近くでは皿形や逆梯

形になる部分があることが明らかとなった。

竪穴住居第13次調査では北地区で７基、第14次調査では北地区で１基、北東地区で３基が新たに検出され

た。北東地区では初めて竪穴住居が検出され、埋葬地遺跡を八幡山遺跡と一体のものとして捉える根拠とな

っている。なお、北東地区北端で検出されたＳＩ１４０９は縄文時代後期前半に属するものである。１３次l2Tで

は２基の竪穴住居（ＳＩ１３０７・SI1308）と内環濠（SDO3S16）が重複して検出され、環濠と竪穴住居に時期

差があることが明確となった。

外環濠の内側、特に内環濠内側では遺構密度が高く、遺物量も多く、この中のトレンチでは必ずと言って
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第Ⅳ章第13次．１４次調査

よい程、竪穴住居が検出される。13次l2Tでも２基が重複していることが確認された。一方で環濠外側では

竪穴住居は無く、遺物量も極めて少なく、ＳＩＯ３ＮＯ８周辺では新たな竪穴住居は検出されなかった。

方形周溝墓１０次５Ｔで検出されたＳＸｌＯＯ４・SXlOO5方形周溝墓の広がりを確認するために東尾根にトレ

ンチを設定したが（13次５Ｔ・６Ｔ)、新たな方形周溝墓は検出されなかった。外環濠Ｂと外環濠Ｃの間に設

定した13次３Ｔで新たに方形周溝墓１基（SX1303・SX1304）が検出された。

遺物第14次調査でＳＩＯ３Ｓ２１（ＳＩＯ401）から、法仏式の壷が床面から検出されたが、第３次調査では天

王山式系の精製赤彩壷が出土しており、両者の伴存と、天王山式系赤彩壷の特別な扱われ方が確認できた。

また本遺構からは石錐が８点、石雛未成品が５点検出され、石鑑製作遺構の可能性がある。また、完形石錐

８点中アメリカ式石鑑が３点と高い比率である。この他に、ガラス玉が２点、石包丁の可能性のある石器が

出土した。

２北地区の遺構

Ａ環 濠

ＳＤＯ３Ｓ１６内環濠Ａ（図版19）

Ｇｌ６－９、Ｇｌ７－４（13次l2T）の北東斜面、標高50ｍ前後の位置に構築されている。第10次調査時にｌＯ

Ｔで環濠が検出されたが、ｌ２Ｔでは確認できず、この間に環濠末端があると推測された。そこで、第13次調

査では10次lOTと12Ｔを繋ぐ形で13次12Ｔを設定したところ、環濠の南東端を確認することができた。末端

部分ではＳＩ１３０７竪穴住居Pit6を切っており、ＳＩ１３０７の貼床が環濠側で存在しないこと、ＳＩｌ３０７の覆

土に環濠掘削士と推測される黄褐色土が堆積していることから、ＳＩｌ３０７を切って構築されているものと判

断した。また、ＳＩｌ３０８とも近接しており、同時存在は考え難いが、重複関係がなく、先後関係は不明であ

る。環濠は検出範囲を完掘せずに、末端部分をＡ区、未掘部分を挟んで北側をＣ区と設定して調査した。１３

次12Ｔの環濠Ｃ区は10次10Ｔで遺構調査途中だった部分である。

環濠末端の形態は確認面で半円形、底面で隅丸方形を呈する。規模は、全長約23ｍ、上幅１．７ｍ前後、深

さは末端部分のＡ区が1.23ｍ、Ｃ区で1.06ｍとやや差はあるが、底面標高はそれぞれ49.29,.49.25ｍと略

一定である。断面形はＡ区．Ｃ区とも逆梯形を呈する。方向はＮ－ｌ３ｏ－Ｗで、この北側で山側に屈曲する。

土器はＡ区では５．６層、Ｃ区では３～５．８層で多く出土している（図版33182～205)。Ｃ区の３～７

層から１８７．１８９．１９０．１９３．２００．２０３，８層から１８２．１８３．１８５．１９１，９層から１８４．２０５が出土している。

Ａ区ではｌ～６層から１８６．１８８・’９２．１９７．１９８．１９９．２０１ａ．２０ｌｂ・２０１ｃ・２０４，８．１０．１１層から202

が出土している。石器は不定形石器（図版４６４５）・軽石製石製品（図版４７６２）があり、何れもＡ区ｌ～６層

からの出土である。この他に喋石が４点13949出土している。

ＳＤ１０１１内環濠Ｂ（図版18）

Ｈ１４－７、Ｈ１5－２．３（13次13Ｔ)、Ｈ１5－３．４（13次ｌ５ＡＴ)、Ｈ１5－４．９（13次ｌ５ＢＴ)、Ｈｌ５－９

（１３次ｌ５ＣＴ）の北斜面、標高50.4～51.2ｍの位置に構築されている。内環濠Ａとは士橋を挟んで直線状に

繋がる。当初この環濠は北西急斜面に至って無くなるものと推測し、ｌ３Ｔを設定したものの環濠末端を検出

できず、北西急斜面の落ち際に順次トレンチを設定した（15Ａ・ＢＣＴ)。杉木がありトレンチが制約され

たが、ｌ５ＣＴで環濠南端を確認することができた。16.17Ｔでは環濠が検出されなかったので、土橋ではな

くｌ５ＣＴが内環濠Ｂの末端であることが確認された。なお、１３Ｔでは環濠は検出範囲を完掘せずに東側をＡ
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２北地区の遺構

区、未掘部分を挟んで西側をＢ区と設定して調査した。

環濠規模は全長約57ｍ、上幅はｌ３ＴＡ区で2.78ｍ、ｌ５ＣＴでは2.00ｍとなり末端に向かって狭まっている。

深さはｌ３ＴＢ区で1.37ｍ、ｌ５ＢＴで1.66ｍとなり環濠末端に向かってやや深まるが、底面標高は約49ｍと略

一定である。断面形は13Ｔ・ｌ５ＢＴではＶ字形に近い底面の狭い逆梯形を呈し、ｌ５ＡＴでは逆梯形、末端の

ｌ５ＣＴでは浅い逆梯形となる。環濠末端はトレンチ幅が狭く底面まで調査できていないが緩やかに立ち上が

る。環濠壁面は、ｌ３ＴＢ区は粘質士であるものの、Ａ区から粘質士となり、１５Ｔは砂質土となっている。方

向はl3Tでは直線的でＮ－５３ｏ－Ｅ、１５ＡＴからはわずかに山側へ屈曲して等高線と平行になりＮ－３４ｏ－

Ｅである。

出土土器は多くはなく（図版34214～218,220～229)、ｌ３ＴＡ区６層から216.218,15層から217,Ｂ区1．

２層から215,8層から214が出士している。１５ＡＴ２層から２２３．２２４．２２６．２２９、ｌ５ＢＴｌ～４層から２２７．

２２８，５．６．８層から２２２，６．８．９．１３層から221.225が出土している。石器はｌ３ＴＡ区最上層から石

鍍（図版４５１３)、また石鍍未成品が２点あり、Ａ区６層から２７，１．４．６層から32が出土している。この

他にｌ５ＡＴｌ層から砥石（図版４８７１)、l5BT10～14層から両極石器（図版４６５４）が出土している。この他

に喋石が２点6469出土している。

ＳＤＯ３Ｓ１０外環濠Ｃ（図版16.17）

Ｇ１9－２．７（13次７Ｔ)、Ｇ１7－１（13次８Ｔ・ｌｌＴ)、Ｇ１7－１．６（13次10Ｔ）の東斜面、標高47.3～

47.8ｍの位置に構築されている。当初、外環濠Ｂ（SDo3No5）に繋がると推測していたが、２Ｔ・３Ｔ・

４Ｔの調査により両者が繋がらないことが判明した。北端は第３次調査で検出されたＧｌ７－６から順に８

Ｔ・ｌＯＴ・ｌｌＴを設定し、ｌｌＴで確認した。南端は10次６Ｔを南側に拡張する形で設定した７Ｔで確認した。

７Ｔでは検出範囲を完掘せずに末端部分をＡ区、未掘部分を挟んでＣ区と設定した。環濠末端の形態は、南

端が上面・底面とも隅丸方形となり、北端では上面・底面ともに半円形を呈す。

規模は全長約54ｍ、上幅は南端の７ＴＡ区で最大2.48ｍを測る。断面形は南端の７ＴＡ区ではＵ字形、Ｃ

区ではＶ字形、１０ＴでＶ字形から皿形に変化し、ｌｌＴでは非常に浅い皿形となる。深さも７ＴＡ区で1.70ｍ、

lOTでは1.18ｍから0.58ｍと急に浅くなり、北側末端では36cmを測る。底面標高は46.1～46.9ｍと略一定で

ある。７Ｔでは土層剥ぎ取りの際に入れたサブトレンチにより地山の断層が確認された。この断層は遺構覆

土にはないことから環濠構築以前に生じたものと考えられる。方位は８Ｔ・ｌＯＴ・ｌｌＴは３次調査時に検出

された環濠と同様にＮ－２１．－Ｗを示す。７Ｔでも等高線と平行になりＮ－１８ｏ－Ｅである。

７Ｔからは出土土器が多い（図版２７．２８１１～２１．２３．２７～３５．４１～44)。Ａ区６層から１４．１６．１８，１４層を

中心に11～13,13層から19が出土しており、出土状況を見ると山側からの流れ込みであろう。石器はＣ区１．

２層から砥石（図版４８７２）が出土している。この他に喋石が18点189059あり、そのうちの13点がＡ区３～

８層で出土している。ｌＯＴの土器は上層からの出土が多い（27～35)。Ｄライン３層から32,Ｅラインの１～

４層から２７，２．３層から３０，４層から２８．２９．３１，７層から３３．３４，７．８層から35が出土している。石

器はＥライン１．２層から石雛（図版４５１２)、３層からナイフ形石器（１）・黒曜石が出土している。この他

に喋石が４点12639出土している。

ＳＤＯ３ＮＯ５外環濠Ｂ（図版15）

第３次調査区と、第９次調査のＧ１２－６．７グリッドで検出されたSDO3NO5が直線で繋がらないために、

屈曲して繋がるのか、別の環濠であるかを確認するために調査を行った。まず13次９Ｔを設定し、第９次調

査の環濠は屈曲せずに直線的に南東へ延びていることが判明した。その後、立木があるために立木を挟んだ

南側にl4Tを設定したが、この環濠は繋がらず、かわって第３次調査のSDO3NO5の北西端を検出した。こ
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のことにより、第９次調査環濠は未調査部分に南東端が存在することが明確となり、第３次調査のSDO3N

O5とは別の環濠であることが判明した。そこで第９次調査の環濠をＳＤＯ９０１（外環濠Ａ）としてＳＤＯ３ＮＯ５

とは別遺構として取り扱うこととした。

SDO3NO5はＧ１２－７、Ｇｌ３－２（13次14Ｔ）の北西斜面、標高40.3ｍに構築されている。SDO901の南

東端の南西約２ｍに北西端が位置する。第３次調査でSDO3NO5の南東端が検出されており、全長は約16ｍ

と短い。１４Ｔでは環濠を完掘せずに末端部分をＡ区、未掘部分を挟んでＣ区と設定して調査した。環濠末端

の形態は上面で半円形、底面で隅丸方形を呈す。断面形はＡ区．Ｃ区共に逆梯形であるが、第３次調査では

Ｖ字形であったことから、ＳＤＯ３Ｓ

1１

1０（１３次10Ｔ）と同じように14Ｔの南

東側で深くなるものと推測される。

Ｅライン南側は第３次調査のトレン

チ跡であり、５０cm畦を残して設定し

た２×３ｍのトレンチで第３次調査

の再確認をしたがＶ字形になってい

たので、この間で急激に深くなるの

であろうか。規模はＣ区で上幅Ｌ９６

ｍ，下|幅1.08ｍ、深さは山側で０．９４

ｍを測る。底面標高39.36ｍである。

方位はＮ-26。－Ｗである。

出土土器は比較的多い（図版２９５７

～76)。最上層から６８．７０．７４，Ａ区

１層から５９．６６，２層から５８，４～

６ｃ・９層から６３，５層から６４、Ｃ

区の１．２層から６５．６９．７１．７６，

４．５層から７５，７ｂ層で67が出土

している。この他に喋石が５点3497

9出土している。

ＳＤＯ９０１外環濠Ａ（図版１５）

Ｇ1２－６．７（13次９Ｔ）の北東緩

斜面に構築されており、標高は39.8

ｍを測る。南東端は前述したように

13次９Ｔ・ｌ４Ｔ間と推測され、北西

端は、１４次３Ｔ・７Ｔで環濠が検出

されなかったことから、１４次６ＡＴ

で第９次調査トレンチを再調査し、

再確認した。また、６ＢＴにある土

坑は風倒木であることが判明した。

このことにより、古津八幡山古墳を

捲く全長約100ｍの環濠となる。現状
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２北地区の遺構

では環濠の山側（内側）が段状に高くなり、環濠が巡る位置がテラス状となっている。９Ｔでの環濠規模は、

上幅2.22ｍ、下幅1.38ｍを測り、断面形は逆梯形を呈す。深さは山側で1.35ｍと浅く、底面標高は38.4ｍと

なる。方位はＮ－２０ｏ－Ｗである。なお、９Ｔよりも北側では断面Ｖ字形となることが第９次調査で確認さ

れている。

出土土器は多くなく（図版２９４８～54)、Ａライン１層から４８．５１～５４，２層から４９．５０が出土している。

ＳＤ１４０２外環濠，（図版13.14）

古津八幡山古墳北側で環濠の有無を確認するため３Ｔを設定したところ､段状の平坦面で環濠が検出され、

この環濠の繋がりを確認するため順次トレンチを設定した。ｌ３Ｔから東側は古墳の墳丘裾部にあたるために

東端は未確認である。南西端は舗装道路を隔てた場所で検出し、現時点での全長は約101ｍを測る。

環濠は段状平坦面の山側（内側）に構築されており、ｌ３Ｔでは山側に４ｍもの段差が見られた（第３図)。

このことから、環濠を構築するには、まず斜面を掘削して平坦面を造り、その平坦面の山側寄りに環濠を掘

り、掘削土砂を山側斜面上に盛上げたものと推察される。環濠内側では、環濠の深度に盛土の高さが加わる

ことになり、環濠底面から斜面上方までは６ｍもの高低差が生じることになる。実際、発掘調査中も環濠の

山側で出入りすることは、滑って不可能であった。

SDl402はＧ８－ｌＯ、Ｇ９－５（14次３Ｔ)、Ｈ７－６、Ｈ８－ｌ（14次l2T)、Ｇ８－９（14次13Ｔ)、Ｈ６

－３．４，Ｈ７－８．９（14次l4T)、Ｈ７－１０（14次15Ｔ)、１９－１（14次16Ｔ)、Ｈ７－１０，Ｈ８－５．１０，

１８－６（14次l7T）の北斜面・北西斜面、標高40.2～36.1ｍの位置に構築されている。環濠上幅は1.83～

2.53ｍを測る。深さは1.68～2.17ｍとばらつきはあるが、底面標高はl3Tで38.45ｍ，ｌ６Ｔで35.66ｍと東か

ら西にかけて低くなる。断面形はl3TでＵ字形、ｌ２Ｔ・ｌ７ＴでＶ字形、３Ｔ・ｌ４ＴでＶ字形に近い底面の狭

い逆梯形を呈す。方位はl3T・３ＴでＮ－７２ｏ－Ｗ、ｌ２ＴでＮ－８１ｏ－Ｗ、ｌ４ＴでＮ－７３ｏ－Ｅ、ｌ５Ｔ・ｌ７

ＴでＮ－５°－Ｅを示し、古墳を取り巻くように西から南へと変化する。

ｌ６Ｔでは環濠上層部が削平されており、他で見られるように確認面での黒色土は極少量しか残存していな

かった。また、地山と覆土の土色に変化が乏しく環濠壁面の検出に苦慮した。地山・覆土ともに黄褐色土が

ブロック状に混入しているが、土のしまり具合により地山の判別をした。１６Ｔは側溝・舗装道路により調査

区の拡張が困難であった。このため環濠の検出を主軸方向に対して直角に行なうことができず、環濠末端の

形態は不明である。３Ｔ・ｌ３Ｔ・ｌ４Ｔ・ｌ５Ｔ・l7Tでは底面標高より20～60cm上がったレベルで黒色土の堆

積が見られるが、３Ｔでの遺物の出土状況から黒色土以下の土砂の堆積は比較的早かったものと推測する。

出土土器は多い(図版39～42)。３ＴＨラインの３．５．８層から377.390ｃ、５．７．８層から３６６．３７５．

３８２．３８６，７．８層から365.372～３７４．３８０．３８７．３９０ａ、１２．１４．１６～18層から369が、14層から368,Ｊ

ラインの５．６．１０層から３７１．３８４．３８５．３８８，５．６．１０．１２層から389.390ｂ、６．１０層から370.379,

10.12層から381が出土している。３７０．３７９は、出土レベルは異なるものの、同一層位から出土した完形壷

で、共伴したものと考える。ｌ３Ｔｌ層から412,2～７層から４１０．４１１．４１３～417.419～422.424ａ．４２４

ｂ・426～428.430～432,4～６．８．１０．１３層から418.423.429,16～18層から425が、この他に剥片・

黒曜石・操が出土している。

Ｂ竪穴住居

Ｓｌｌ３０７（旧ＳＩｌＯＯ７・旧ＳＩｌＯＯ９）（図版１９．２０）

Ｇ１６－９．１０、Ｇ１7－４．５（13次l2T）の北東緩斜面に構築され、山側に周溝が巡る竪穴住居である。

ＳＤＯ３Ｓｌ６（内環濠Ａ）との重複関係を明確にし、竪穴住居の全形を確認するために調査区を拡張した結果、
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第３図第１３次12TSl1308弥俳十器（1/3）

10次10ＴのＳＩｌＯＯ７と１０次12ＴのＳＩ１００９が同一遺構であることが判明した。また、内環濠Ａによって北東

半分が切られており、竪穴住居覆土には環濠の掘削土である黄褐色粘質土がブロック状に堆積していること

から、竪穴住居よりも環濠の方が新しいと判断された。（位置的にはＣラインｌ層の上にあたる｡）さらに、SI

l307南東部分はＳＩｌ３０８に切られているが、ＳＤＯ３Ｓ１６とＳＩ１３０８との新旧関係は不明である。

規模は南西辺と西隅・南隅が残存する壁溝と主柱穴Ｐｌ・Ｐ４ａの位置から、長軸6.24ｍ、短軸5.6ｍ程

度で平面形態は隅丸方形と推測される。主軸はＮ－３４ｏ－Ｗである。壁面・壁溝は南西辺と西隅・南隅が残

り、ｃラインで壁高は41cm、壁溝は11cmを測る。壁溝は南隅で二重に巡り、分岐点で天王山式系の完形壷が

出土している（172)◎西隅は二又に分かれ、一方は北西辺に延び、もう一方は北へ延びる。床面は粘土によ

る貼床が行なわれている。柱穴は床面からの深さが60cmを測るＰ１・Ｐ４ａが主柱穴と考えられる。炉は検

出されなかった。Ｐ６が貯蔵穴となる可能性はあるが床面中央に位置するため疑問が残る。その他に南西側

（山側）に築かれた周堤を隔てた位置に約7.5ｍにわたって弧状の周溝が検出された。ｃラインでは上幅９４

cm、下幅32cm、深さ58cmを測る。

調査区南隅にはＳＩｌ３０７周溝に切られる溝が２条あるが未調査のために詳細は不明である。

出土土器は多い（図版30～３２８０～181)。壁溝から170～172、周溝最上層から99～１０１．１１０．１１３、周溝上
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２北地区の遺構

層から８０．９４．９６．１１４，周溝下層から９３．１０２ｂ・’０５．１０６．１１６～ll8等が出土している。Ｐｉｔ４ａからは

１７６．１７７が出土している。また、周溝上層から球状土製品（第６図３）が出土している。石器は石雛（図版

４５１０．１１．１７．２５）・石鍍未成品（図版４５２６）・不定形石器（図版４６３５．３６．３８～４０．４４．４８．５０)、剥片・黒

曜石・磨石がある。この他に篠が41点169909出土している。

ＳＩ１３０８（図版１９．２０）

Ｇｌ７－４（１３次l2T）の北東緩斜面にある竪穴住居で、ＳＩｌ３０８を切っている。SDO3Sl6環濠とも近接

しているために前後関係があると考えるが、重複関係が無く分からない。規模は一部を検出したに過ぎない

ために不明であり、平面形態も円形の可能性があるが、本遺跡では類例が１基も無く明らかでない。壁面は

Ｉラインで壁高35cm、壁溝は18cmを測る。床面は粘土による貼床が行なわれている。柱穴は検出していない。

また主軸と炉・貯蔵穴も部分的調査のために不明である。

土器は多くないが床面近くからの出土が比較的多い（第３図)。２層から１３，３層から５．１４．１５，４層か

ら６，５層から１．７．８．１０．１６が出士している。この他に剥片、操が1点ある。

ＳＩ１３０９（図版21）

Ｈ１6－４．５（13次l6T）の北西斜面に構築されている。２，幅のトレンチ調査で壁溝・貼床・柱穴が検

出されたものである。

規模は不明。形態は貯蔵穴と考えられる土坑と主柱穴と考えられるＰｌ・Ｐ２の位置から6.8×6.8ｍ程度

の隅丸方形と推測される。主軸はＮ－５０ｏ－Ｗである。壁面はａラインで壁高53cm、壁溝は20cmを測る。床

面は粘土による貼床が行なわれている。柱穴は主柱穴と考えられるＰ１が床面からの深さ62cm、Ｐ２では１

ｍを測る。炉は部分的調査のために不明である。南東辺で検出された土坑が貯蔵穴と考えられ、南東辺中央

に位置するものと推測される。平面形は円形を呈し、直径85cm，深さ35cmを測る。

出土土器は比較的多い（図版36273～294)。貯蔵穴から２７８．２７９．２８２，１層から２７３．２８０．２８１．２８９．

２９３．２９４、Ｉｅ・’層から２８８．２９０，９層から275,11層から277が出土している。また、１層から土製紡錘

車（第６図２）が出土している。石器は石錐（図版４５４．１５）・不定形石器（図版４６４９）・砥石（図版４７６７)、

剥片がある。この他に操が９点21429出土している。石包丁様石器（図版４７６０）は包含層出土として取上

げているが、本竪穴住居から出土した可能性が高いものである。

ＳＩ１３１１（図版22）

Ｈｌ７－１０（13次l8T）の南向き緩斜面に構築されている。２，幅のトレンチ調査のため全体は不明である

が、柱穴と壁面・貼床から竪穴住居と判断した。

規模・形態・主軸は部分的調査のために不明。壁面は32cmが残る。床面は粘土による貼床が行なわれてい

る。ピットは検出したが主柱穴は未調査のために不明◎炉・貯蔵穴も未調査のために不明。

出土土器は少なく（図版34235～245)、２層から２３５．２３６．２４２が出土している。石器は石錐(図版４５１８）・

石錐未成品（31）がある。この他に操が１点34059出土している。

ＳＩ１３１２（図版22）

Hl7-lO、Ｈｌ８－５、Ｉｌ８－ｌ（13次l8T）の南向き緩斜面に構築されている。２，幅のトレンチ調査の

ため全体は不明であるが、柱穴と壁面・貼床から竪穴住居と判断した。サブトレンチの調査に留まり、南側

は畑造成の段切りによって削平されている。壁面は28cmが残る。また、北側１ｍ程の位置に周溝と考えられ

る溝が検出された。

出土土器は少なく、図示できるものは１点である（図版34246)。この他に石鍍（図版４５３）がある。

ＳＩ１３１３（図版22）
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第Ⅳ章第13次・’4次調査

Ｈ１８－４（13次19Ｔ）の南向き

緩斜･面に構築された竪穴住居であ

る。１，幅のトレンチ調査のため

に全体は不明であるが、柱穴．貼

床から竪穴住居と判断した。

規模・形態・主軸は部分的調査

のために不明である。壁面は削平

されているが､13cmの壁高を測る。

床面は粘土による貼床が行なわれ

ている。ピットは多数検出された

が主柱穴は不明である。炉は未調

査のために不明であるが、長軸

1.16ｍ、短軸60cmのブロック状の

焼土塊が検出されたが、床面から

浮いた状態であるため竪穴住居に

伴うものかではないと考えられ

る。貯蔵穴はPl4が貯蔵穴になる

可能性がある。

出土土器は多くない（図版
第４図Sl03S21（Sll401）弥生土器（1/3）

３５２５８～268)。上層から２５８．２６１

が出土している。石器は石錐（図版４５３３）・両極石器（図版４６５１）・剥片がある。

ＳＩＯ３Ｓ２１（Ｓｌｌ４０１）（図版23）

１１６－８．９（14次ｌＴ）の南向き緩斜面に構築された竪穴住居である。第３次調査時に東西方向の幅５０

cmのトレンチによって、床面と壁面の立上りから竪穴住居であると判断されており、この際に炉・柱穴の一

部が調査されていた。また、天王山式系赤彩壷が床面から完形で出土していたために（第４図)、天王山式系

土器が伴う確実な竪穴住居として住居形態・構造を明らかにすることを目的として第14次調査を実施した。

当初２，幅のトレンチを設けたが、竪穴住居であることを確認し、拡幅したものである。なお、北側にある

士坑は第１次調査トレンチの跡と推測される。

規模・形態は北辺から東辺にかけて残存する壁面と主柱穴であるＰ２・Ｐ９・Ｐ１１・Pl2の位置より長軸

5.7ｍ、短軸5.5ｍの隅丸方形に復元できる。主軸はＮ－７３ｏ－Ｗである。壁面は北辺から東辺にかけて残存

し、壁高はＣラインで29cmを測る。壁溝はｄラインで床面からの深さ７cmを測る。東辺中央には木の根によ

る撹乱が見られた。床面は粘土による貼床が行なわれ、Ｐ２周辺では良好に遣存していたが、Pll周辺では

薄く残るだけであった。柱穴は床面からの深さが60cm前後を測るＰ２．Ｐ９・Ｐｌｌ・P12が主柱穴となる。

炉は床面中央で検出され、近くから凹石（図版４８７４）が出土している。炉の北側には不整形を呈する焼土

遺構があり、６cm程の深さまで被熱していたので、鍛冶関連遺構の可能性を考えて、サブトレンチの土砂を

水洗したが、鍛造剥片等の鍛冶関連遺物は検出されなかった。貯蔵穴は東辺中央の土坑が貯蔵穴となる。平

面形は円形を呈し、直径94cm、深さ50cmを測る。北側の床面から約30cmの篠が出土した。

出土土器は比較的多い（図版37301～318)。貯蔵穴から307.314～３１８，３．５層から３０２．３０７，３層から

304～306.308～３１０．３１２，４層から303.311が出土している。301は床面から出土した完形壷で、第４図と
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共に竪穴住居に伴うものと考える。石器は石鍍（図版４５２．５．６．１９．２０．２２．２３）・石鍍未成品（図版

４５２８～30）・石錐（図版４５２４．３４）・管玉（図版４７５７）・不定形石器（図版４６４１～４３．４７）・模形石器（図版

４６５３）・石核（図版４６５５）・磨石（図版４８７３）・凹石（図版４８７４)、この他に剥片・黒曜石が出土している。

石錐７点、石雛未成品３点と多く、所謂アメリカ式石雛が３点もあり比率が高いことが注目される。

Ｃ方形周溝墓

ＳＸ１３０３・ＳＸ１３０４（図版24）

Ｇｌ５－１（13次３Ｔ）の北東向き斜面、標高42.2～42.5ｍの位置に斜面と並行して構築されている。２，

幅のトレンチでは竪穴住居の周溝との識別が困難なために調査区を拡幅した結果、方形周溝墓の周溝（SX

l303）と主体部（SXl304）と判断したものである。検出されたのは山側の南西溝と主体部のみで他３辺の周

溝は確認できなかった。

SXl303は長軸2.96ｍ、短軸90cm、深さ33cmを測り、断面形はＵ字形を呈す。主軸方向はＮ－３６ｏ－Ｗで

ある。SXl304は長軸2.34ｍ，短軸1.05ｍ、深さ25cmを測る。底面は山側が高く谷側が低く傾斜しており、

また、木根による撹乱が激しく、主体部とするには疑問の余地を残している。主軸方向はＮ－３５ｏ－Ｗであ

る。

出土土器は僅かであり、図示できるものは無い。８が周辺から出土している。

Ｄ土 坑

ＳＫ１３１０（図版21）

Ｈ１6－４（13次l6T）に位置する不整楕円形の土坑で西側の一部を段切りによって削平されている。長軸

1.03ｍ、短軸62cm，深さ23cmを測る。標高52.0ｍの北西斜面に構築されている。

遺物は１個体の喪（図版36295）と篠が２点5539出土している。

３北東地区の遺構

Ａ竪 穴住居

ＳＩ１４０７（図版25）

北東地区Cll-lO、Ｃｌ2－５（14次lOT）の平坦な場所に構築されており、南西にＳＩｌ４０８が隣接する竪

穴住居である。周囲はかつての墓地造成に伴い上部が若干削平されているために、遺物包含層は殆ど存在し

ない。２，幅のトレンチを４，幅に拡幅して発掘調査を行なったが、西辺・北西隅は未調査である。

規模は南辺から東辺にかけて残存する壁溝と、主柱穴と考えられるＰ１・Ｐ２・Ｐ３・Ｐ４の位置から長

軸4.8ｍ、短軸4.5ｍで、平面形態は隅丸方形と推測される。主軸方位はＮ－８８ｏ－Ｅである。なお、土層断

面から東辺壁溝はSKl419を切っていると判断されたが、平面では確認していない（Ｅライン)。壁溝は南辺

から東辺にかけて検出され、ｅラインで確認面から６cmを測る。また南辺から東辺にかけては壁溝寄りが中

央よりも一段高く検出され、その高さはｃラインで確認面から３cm程である。床面は粘土による貼床が行な

われているが極めて薄く、中央部分でのみ認められた｡柱穴は配置から主柱穴と推測したＰ１・Ｐ２．Ｐ３・

Ｐ４以外は未調査である。４基は床面からの深さが50～60cmを測る。床面中央に焼土があり、炉跡と考えら

れる。南西隅にある土坑が貯蔵穴であろう。現存長85cm、深さは46cmを測る。
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遺物は（図版38338～351)、（ま弥生土器の他に縄文土器（３４３．３４４．３４６～349）が出土しているが、縄文時

代の遺構もしくは包含層を切って構築されているからであろう。石器は剥片・黒曜石が出土している。

Ｓ１１４０８（図版25）

Cll-lO、Ｃｌ２－ｌ（14次lOT）の平坦な場所に構築されており、ＳＩｌ４０７に隣接する竪穴住居である。

同様にかつての墓地造成に伴い上部が若干削平されているために、遺物包含層は存在しない。拡幅せず２，

幅のトレンチ調査のため詳細は不明である。北西辺・北隅・東隅の壁溝により竪穴住居と判断したものであ

る。壁溝北西辺北側はSDl412によって切られており、壁溝東隅はSKl411に切られる。

規模は長軸5.45ｍ、短軸5.2ｍ程で、平面形態は隅丸方形と推測される。主軸方位はＮ－３２ｏ－Ｅである。

壁面・床面は削平されているために不明。壁溝はＢラインで確認面から９cmが残存し、溝が二重に巡ってい

ることから、同一場所による建替えの可能性がある。柱穴・炉・貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は壁溝から縄文土器が極少量出土した。

ＳＩ１４０９（図版25）

位置はＢ９－３．４．８．９（14次lOT）の北東向き斜面に緩斜面に構築されている。２，幅のトレンチ

で遺構確認後、幅30cm程のサブトレンチの調査で壁面と壁溝が検出されたこと、床面がほぼ水平なことから

竪穴住居と判断したものである。縄文時代後期前葉に属するものである。

規模・形態・主軸方位は部分的調査のために不明である｡壁面の遣存状態は良好で山側で壁高89cmを測る。

谷側の壁面は認められない。床面は、貼床は行なわれていないと推測されるが、黄褐色士で硬くしまる。柱

穴・炉・貯蔵穴は部分的調査のために不明。

遺物はサブトレンチの調査にもかかわらず、非常に多量の縄文土器が出土した（図版４３．４４．第５図)。２

層から４７４．４８５．４９９．５０４，２．３．５層から４９３．４９５，３層から４５８．４５９．４６１．４６５～４６７．４７０．４７２．

４７５～４７７．４７９．４８４．４８７．４９０．４９２．４９６．５０３，３．５層から４５７．４６０．４６２～４６４．４６８．４７１．４７３．４９４．

５００．５０２．５０５．５０６，５層から４６９．４７８．４８０～４８３．４８６．４８８．４８９．４９１．４９７．４９８．５０１が出土している。

土器は三十稲場式を全く含まず、新潟編年の南三十稲場式、関東編年の堀之内１式新段階に属する極めて良

好な資料である。石器は磨製石斧・剥片が出土している。

Ｂ土 坑

SK1419以外の土坑は完掘せず半裁に留まり、SKl419も士層観察用畦を残している。

ＳＫ１４１５ａ．ｂ、１０T37区Pｉｔｌ（図版26）

Ｃｌｌ－３（14次loT）に位置し、平坦な場所に構築されている。土層断面からはＳＫｌ４１５ａ・Ｐｉｔｌ・ＳＫ

ｌ４１５ｂの順で構築されたと推測される。深さはＳＫｌ４１５ａで10cm、ＳＫｌ４１５ｂで19cm、Ｐｉｔｌで52cmを測る。

出土土器は全て縄文土器である（図版38356)。またＳＫｌ４１５ａでは剥片が１点出土している。

ＳＫ１４１６ａ．ｂ・ｃ（図版26）

Ｃｌｌ－３（１４次lOT）に位置し、平坦な場所に構築されている。土層断面から新旧関係は認められず、同

時に存在していた可能性が高い。深さはＳＫｌ４１６ａで26cm、ＳＫｌ４１６ｂで33cm、ＳＫｌ４１６ｃで11cmを測る。

覆土には地山と同じ明黄褐色士がブロック状に混入していることから（３層)、自然堆積ではなく意図的に

埋められたものと推測される。出土土器は全て縄文土器である（図版３８３５７．３５８)。石器はＳＫｌ４１６ａで剥

片が１点出土している。

ＳＫ１４１７ａ・ｂ（図版26）

Ｃｌｌ－３（14次lOT）に位置し、平坦な場所に構築されている。士層断面からはＳＫｌ４１７ｂがＳＫｌ４１７ａ
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に切られているように見える。深さはＳＫｌ４１７ａで43cm、SK1417bで15cmを測る。遺物は縄文土器が出土

している（図版38359)。

ＳＫ１４１９（図版25）

C11-lO、Ｃ1２－５（14次10Ｔ）に位置し、平坦な場所に構築された長楕円形の土坑である。長軸1.90ｍ，

短軸52cm、深さ36cmを測る。主軸方位はＮ－ｌ２ｏ－Ｅである。Ｅラインのｌ層はＳＩ１４０７壁溝に相当すると

考えられることから、SK1419はＳＩｌ４０７に切られていると考えられる。遺物は上層では縄文土器・弥生土

器（図版38338～３４２．３４５．３５０）の他に剥片が1点と赤色顔料と思われる篠が1点出土している。下層から

は縄文土器（351）の他に剥片が1点と土製紡錘車が１点（第６図１）出土している。土製紡錘車が下層から

出土していることから弥生時代の遺構と推測される。

ＳＫ１４２２（図版26）

ＣｌＯ－４（14次11Ｔ）に位置し、平坦な場所に構築された士坑である。深さ10cmを測る。遺物は縄文土器

が20点出土している。

ＳＫ１４２３（図版26）

Ｃ９－９、ＣｌＯ－４（14次llT）に位置し、平坦な場所に構築された楕円形の土坑である。長軸69cm、短

軸40cm，深さ25cmを測る。遺物は縄文土器が６点と篠が１点出土している。

ＳＫ１４２４（図版26）

Ｃ９－９（14次11Ｔ）に位置し、平坦な場所に構築された不整形の土坑である。弥生土器と縄文土器が出

土している。深さは52cmを測る。覆土には黄褐色土がブロック状に混入していることから（２．４．８．１１層)、

意図的に埋められたものと推測される。遺物は縄文土器が156点と剥片が７点・黒曜石が１点出土している。

ＳＫ１４２５（図版26）

Ｃ９－９（１４次llT）に位置し、平坦な場所に構築された土坑である。深さは24cmを測る。遺物は縄文土

器が16点出土している。

１０T34区Pｉｔｌ（図版26）

Ｃｌｌ－４（14次10Ｔ）に位置し、平坦な場所に構築された楕円形のピットである。長軸43cm、短軸33cm、

深さ20cmを測る。縄文土器が１点と弥生土器が16点、喋が１点出土している。

１０T40区Pｉｔｌ（図版26）

Ｃｌｌ－３（14次10Ｔ）に位置し、平坦な場所に構築された円形のピットである。長軸47cm、短軸45cm、深

さ55cmを測る。縄文土器が26点出土している。

１０T40区Pit2（図版26）

Ｃｌｌ－３（14次lOT）に位置し、平坦な場所に構築されたピットである。深さ36cmを測る。遺物は縄文土

器が６点出土している。

１０Ｔ４１区Pｉｔｌ（図版26）

Ｃ1１－２（14次10Ｔ）に位置し、平坦な場所に構築されたピットである。深さ34cmを測る。遺物は縄文土

器が３点出土している。

１１Ｔ10区Pｉｔｌ（図版26）

Ｃ９－４（14次llT）に位置し、平坦な場所に構築された楕円形のピットである。長軸46cm、短軸36cm、

深さ56cmを測る。遺物は縄文土器が34点出土している。

１１T15区Pｉｔｌ（図版26）

Ｃ９－５（１４次llT）に位置し、平坦な場所に構築された不整楕円形のピットである。長軸90cm、短軸8１
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cm、深さ77cmを測る。遺物は縄文土器が172点の他、剥片が１点と篠が４点出土している。

４遣物

Ａ縄文土器・弥生土器

1）北地区の遺物

ａ）環濠出土土器

ＳＤＯ３Ｓ１６内環濠Ａ（図版33）

１３次l2Tから出土したもので（182～205)、Ａ群（182～194）．Ｂ群（197～205）がある〔渡遥他2001〕・’９０

は口縁有段部が長く延びる高杯杯部で、５層から出土している。３期～４期に属するものであろう。191.

192は小形の高杯か器台、189は壷、193は台付鉢である。赤彩されるものが多い。197は内面にも縄文を施文

する内湾複合口縁部である。201は大きく外傾し幾分内湾する口縁部である。口縁端部と口縁部下端の突帯

に棒状工具による斜めのキザミを入れる。201ｃにより突帯下部に狭くナデを入れるものの、頚部にも口縁

部同様に縄文を施文していることが分かる。広口長頚壷であろう。187.189は中下層、197.201は上中層出

土である。

ＳＤ１０１１内環濠Ｂ（図版34）

１３次l3T（214～218）・l5T（220～229)から出土したものであるが出土遺物は少ないｏｌ３ＴにはＡ群(218）．

Ｂ群（215～217）．Ｃ群（214）があり、ｌ５ＴにはＡ群（220.222～225）．Ｂ群（228.229）．Ｃ群（２２１．２２６．２２７）

がある。２１８．２２２は小形高杯。220は大形壷の有段口縁部である。Ｂ群215.216は無地文・ハケメ地文に連

弧文を描くもの。214は長胴の広口長頚壷体部、２２１．２２６．２２７は広口長頚壷の口縁部であろうｏ

ＳＤＯ３Ｓ１０外環濠Ｃ（図版27.28）

１３次７Ｔ（11～21）・８Ｔ（23）・ｌＯＴ（27～35）・ｌｌＴ（41～44）から出土したものである。７ＴにはＡ群

（１１～17）．Ｂ群（20）Ｃ群（18.19）がある。中層以下の出土が多い。１１～13の婆は口縁有段部下端を肥厚

させ、僅かに内湾し、擬凹線文を入れる蕊で、肩部にハケキザミを入れる。１期新段階であろう。８Ｔには

Ｂ群（23)、１０ＴにはＡ群（28～32）．Ｂ群（33.34）．Ｃ群（27）がある。上層からの出土が多い。２７は<の字

口縁尭で、口縁部内外を屈曲部以下まで横ナデとする。２９は小形有段口縁鉢。１１ＴにはＡ群（41）．Ｂ群（４２

～44）がある。７Ｔ中層の出土遺物は環濠の掘削時期を考える上で重要である。

ＳＤＯ３ＮＯ５外環濠Ｂ（図版29）

１３次l4Tから出土したもので（57～76)、Ａ群（57～61）．Ｂ群（６３．６８～72.74）．Ｃ群（６２．６４～６７．７５．７６）

がある。６８．７０．７４は最上層、５７．６４．６７．７３．７５は下層出土である。５７は長頚壷・５９は有段口縁鉢。有段

部が長く、４～５期であろう。６７は平行沈線文が入る壷口縁部。Ｃ群は、６７以外は広口長頚壷になろう。７５

は内外面ハケメの長胴壷体部である。

ＳＤＯ９０１外環濠Ａ（図版29）

１３次９Ｔから出土したもので（48～54)、Ａ群（51～55）．Ｂ群（56）．Ｃ群（４８．４９）がある。上中層から出

土したものである。５２は高杯、５４は有段口縁の大形壷であろう。４８は口縁端部へラキザミ、内外面板ナデの

口縁部。口縁部外面を狭く肥厚させ、破片下端に凹線状の浅い沈線で構図を描く。内面に炭化物が付着する。

50は突帯部に細い竹管状施文具で連続刺突文を加える。
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４遺物

ＳＤ１４０２外環濠，（図版39～42）

１４次３Ｔ（365～390）・l2T（396～403）・ｌ３Ｔ（410～432）・ｌ４Ｔ（405）・ｌ５Ｔ（406～409）・１６Ｔ（433～438）・

17Ｔ（446.447）から出土したものである。３ＴにはＡ群（３６５．３６６．３６８～374.378）。Ｂ群（379～381.384～

390）。Ｃ群（３６７．３８２．３８３）がある。３Ｔ370.379は６層下面から出土した完形壷で、共伴するものと考え

る。369は下層出土である。３６５．３６６は尭口縁部で口縁部が比較的薄く外傾する。368は肩部にハケキザミを

入れるもので、刻みの手法は412に似る。370は有台有段口縁壷。有段部の屈曲が強く、頚部は短く、体部中

位に最大径を持つソロバン玉状の器形となる。低い脚が付くものであろう。２期新段階から３期であろう。

371も内外面赤彩の壷口縁部。379は頚部無文のＢ群精製壷。文様帯間区画文を欠く。Ｉ文様帯は３本沈線に

よる上向きの連弧文４単位と２本沈線による下向きの連弧文、Ⅱ文様帯も同じく２本単位の対向する連弧文

４単位を入れる。Ⅱａ文様帯はナデ。Ｉ．Ⅱ文様帯ともに、構図・単位が乱れており、ナデにより沈線が一

部消されている。その後、充填縄文・ハケメである。内面はハケメの後ナデ。369は頚部の屈曲が強い婆。

Ｂ群380は縦位突帯の貼付がある赤彩壷で２段の有段部に刺突列を入れる。ｌ２ＴにはＡ群（396～399）．Ｂ群

（400.403）．Ｃ群（401.402）があり、突帯貼付のある404は系統不明。１３ＴにはＡ群（410～416）．Ｂ群（422

～432）．Ｃ群（421）がある。413は内外面ミガキ・赤彩の鉢。415は壷・416は脚部で共に赤彩される。422は

複合口縁部が幅広のもので、本遺跡では少ない。１５ＴにはＡ群（406.407）．Ｃ群（408）があり、１６ＴにはＡ

群（436）．Ｂ群（437）．Ｃ群（４３３．４３４．４３８）がある。433は肩部に幅広のハケキザミ、口縁部はナデ調整で

幾分内湾する莞。434は複合口縁の壷。外面縦ハケ。Ｃ群438は広口長頚壷。口縁端部面取り、波状口縁で、

複合口縁部横ハケ、頚部ナデ、体部横ハケとする。内面は横ハケで口縁部のみナデ調整をする。

ｂ）竪穴住居出土土器

ＳＩ１３０７（旧ＳＩ１００７・旧ＳＩｌＯＯ９）（図版30～32）

１３次l2Tで検出された竪穴住居で、第10次調査で検出された２基の竪穴住居が同一遺構であることが判明

した。多量の土器が出土しており、周溝（80～140）・覆土（141～169）・壁溝（170～172）・ピット（173～181）

に分けて図示した。

周溝にはＡ群（80～92）．Ｂ群（93～１０６．１１７～137）．Ｃ群（107～116）がある。８０は口縁有段部と肩部にハ

ケキザミを施し、有段口縁部下端を肥厚させ、僅かに内湾する婆。２期古段階であろう。９３は幅狭の内湾口

縁部に交互刺突文を入れ、円形浮文を貼付する。磨耗が激しいが頚部は無文となるらしい。９４～97も内湾口

縁部下端に交互刺突文を入れ、連弧文を描くもの。連弧文の交点には逆への字状の三叉文。９８は外傾する口

縁部に連弧文。107～114はハケメ・ナデ調整の内湾状口縁部で、喪もしくは広口長頚壷。１１５．１１６は外傾す

るものである。１０１は内面にも縄文を施文する本遺跡では希少例。124は壷頚部の（上）下を連続刺突文で画

し、中央の波状押引文で上下に分割する。

覆土にはＡ群（141～143.145～152）．Ｂ群（156～158.163～169）．Ｃ群（144.159～162）がある。146は大形

の高杯杯部。144はＣ群有段状複合口縁部である。159～162は横ハケの施された口縁部。１５９．１６０は幾分内

湾し、161.162は直立するものである。周溝出土のような内湾の強いものは見られない。

壁溝にはＡ群（170）．Ｂ群（172）がある。170は有段擬凹線文壷口縁部。172は壁溝内部から出土したＢ群

尭。Ｉ文様帯下端のみ立体的な交互刺突文であるが、他は一条の沈線に沿って上下から刺突を加えた変容し

た交互刺突文を入れる。Ｉ文様帯上端は連弧文か。Ⅱａ文様帯中央にも交互刺突文を入れ上下に２分する。

Ⅱ．Ⅲ文様帯間は横位沈線文を入れ、Ⅲ文様帯上端に波状押引文を施す。天王山遺跡の狭義の天王山式より

も年代的に下ることは間違いなく、SXlOO5と同期の1期新段階もしくは２期古段階に位置づけられるもの
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第Ⅳ章第13次・’4次調査

と考える。

Ｐｉｔ４ａからはＡ群（175.180）．Ｂ群（176）．Ｃ群（177）が出土している。175は有段口縁壷で外面ミガキ・

赤彩。177は外面縦ハケの髪で、頚部は小破片による復元である。Ｃ群であろう。

ＳＩ１３０８（第３図）

１３次l2Tで出土したもので、遺物は多くないが床面近くからの出土が多い（ｌ～16)。Ａ群（ｌ～８）．Ｂ群

（９～16）がある。ｌ～５は尭口縁部。９はハケメ地文に背中合わせの連弧文を入れる内湾口縁部である。

10.15は頚部無文の壷であろう。

ＳＩ１３０９（図版36）

１３次l6Tで出土したもので、多量の土器が出士しているが、小破片が多く、図示できるものは多くはない

（273～294)。Ａ群（273～282）．Ｂ群（287～294）がある。２７８．２７９．２８２は土坑出土。278は鉢の有段口縁部。

282は大形の壷である。288は撚糸文地文に連弧文、289は縄文側面押圧、290は幅広の口縁部下端に連続刺突

を入れるものである。

ＳＩ１３１１（図版34）

１３次l8Tで出土したもので（235～245)、Ａ群（235～237）．Ｂ群（241～243）．Ｃ群（238～240）がある。２３７

は突帯の付く大形壷。238は内外面横ハケの内湾状複合口縁部である。

ＳＩ１３１２（図版34）

１３次l8Tで出土したもので、Ｂ群（246）がある。内外面横ハケ地文に口縁部と頚部に横位沈線文を入れ

る。

ＳＩ１３１３（図版35）

１３次19Ｔで出土したもので（258～268)、Ａ群（258～261）．Ｂ群（262～268）がある。２５８．２６１は土坑付近

から出土したものである。258は口縁部擬凹線文、頚部縦ハケの大形壷。２６０．２６１は器台脚部。260は縦ハケ

を残す。262は縄文地文に横位沈線文を施した内湾口縁部で頚部無文とするもの。２６３．２６４は縄文施文の複

合口縁部で、口縁部下端は、263は交互刺突文、264は連続刺突列である。

ＳＩＯ３Ｓ２１（ＳＩｌ４０１）（図版３７．第４図）

１４次ｌＴから出土したもので、出土土器は比較的多い（301～318)。Ａ群（301～303.318）．Ｂ群（307～312.

315～317）．Ｃ群（304～306.314）がある。３０７．３１４～318は土坑出土。301は床面出土である。301は有段口

縁の大形壷。外面板ナデ状のハケメで、一見するとミガキのように見える。３０４．３０５は口縁部ハケメの外反

口縁尭。３０６．３１４は<の字状口縁嘉で、口縁部縄文、頚部屈曲部にハケキザミを入れる。頚部は無文◎第４

図は第３次調査の際にトレンチ調査で出土したＢ群赤彩壷である。交互刺突文が無く、２本描連弧文を入れ、

体部はＬＲ縄文を施文する。内面ハケメ。１期新段階～２期古段階であろう。

ｃ）土坑

ＳＫ１３１０（図版36）

１３次l6Tの土坑から出土したものである。口縁部が幾分内湾状となるＣ群<の字状口縁莞（295)。外面縦

方向のナデ、内面横方向の板ナデである。外面には指頭痕を残す。スス・炭化物が付着する。

ｄ）その他

１３８．３２９．３３６．３３７は縄文土器である。254～256は須恵器杯、257は土師器小謹である。439はl6T包含層

出土の髪。３片による復元実測図である。口縁部から体部上半に櫛描波状文、体部下半を無文とする。櫛描
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波状文の条数は５～６条で、向かって右から左に施文し、振幅が少なく丁寧に密に入れる。胎土は褐色で混

入物が少なく、他とは異なる感じを受ける。中部高地系の箱清水式であろう（注ｌ)。443は内外面赤彩の有

台部。ナデ調整であること、器壁が比較的厚いことからＢ群と考える。

2）北東地区の遺物

ａ）竪穴住居

Ｓｌｌ４０７（図版38）

１４次10Ｔから出土したものである（３４３．３４４．３４６～349)。図示できたもので、弥生土器は343のみで、他は

全て縄文土器である。

ＳＩ１４０９（図版４３．４４）

１４次10Ｔでサブトレンチの調査で出土したものである（456～501)。精製深鉢（456～490）・鉢（491）・注口

部（492）・粗製深鉢（493～501）がある。三十稲場式を全く含まず、新潟編年の南三十稲場式、関東編年の堀

之内ｌ式新段階に並行する。

ｂ）土坑

ＳＫ１４１５ａ・ｂ（図版38）

356は縄文土器である。

ＳＫ１４１６ａ.ｂ・ｃ（図版38）

３５７．３５８は縄文土器である。

ＳＫ１４１７ａ・ｂ（図版38）

359は縄文土器である。

ＳＫ１４１９（図版38）

１４次10Ｔで出土したもので（338～３４２．３４５．３５０．３５１)、338～342は弥生十器、３４５．３５０．３５１は縄文土器

である。

c）その他

344～351.354～360.364は縄文土器である。352は14次l0T34区Pitl出土の高杯杯部である。
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第５図第１４次10TSll409縄文土器（1/3）
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第Ⅳ章第13次・’4次調査

Ｂ士製品・石器・石製品・ガラス製品

1）土製品（第６図）

３点出土している。内訳は土製紡錘車２点、玉状の土製品１点である（別表９)。先回報告分〔渡遥他2001〕

と合わせて、八幡山遺跡全体で土製紡錘車６点、玉状の土製品２点となる。

１は断面両凸レンズ状の土製紡錘車である、若干表面が膨らむ。約１／６が残存している。直径は約50ｍｍ

前後に復元される。表裏面は無文、器面が粗いため調整等は確認できない。側面に沈線が一条ある。２は断

面両凸レンズ状の完形土製紡錘車である、若干表面が膨らむ形状を持つ。直径は約50mmである。表裏面、側

面ともに無文である。器面が粗く調整等は不明である。３は直径約29mm程度に復元される玉状の土製品であ

る。器面の剥落が進み、表面の調整は不明である。器体中心に径約４mmの貫通穴が焼成前に穿孔されている。

2）石器・石製品（図版45～48）

今回報告する石器・石製品は第13次．１４次調査において出土した資料である。古津八幡山古墳を主体とす

る確認調査の第11次・’２次調査では石器は出土していない。

石器は総数525点出土している。そのうち旧石器時代のナイフ形石器１点、および縄文時代、時代不明石

器114点を除外すると総数410点が弥生時代の石器と推定される。第１次～10次調査分をあわせると八幡山遺

跡での弥生時代石器総点数は723点である。石器点数は別表１１に示し、石器・ガラス製品の観察表は別表10

に示した。

分類は第１次～10次調査報告の分類〔渡遥他2001〕に整合性を持たせている。今回の報告で新たに確認さ

れた弥生時代石器形態は凹石・喋器・石錘・石包丁様石器である。それ以外に追加される石器形態はない。

ナイフ形石器（図版４５１）

１点出土している。珪質凝灰岩を石材とした二側縁加工のナイフ形石器である。縦長剥片を素材とし、先

端および末端を古く欠損している。腹面側からの調整で二側縁に成形されている。調整角は左側縁41～68度、

右側縁61～75度である。先回報告の２点とあわせて、計３点のナイフ形石器が確認されたことになるが、時

期的には他の２点と同様に後期旧石器時代後半のＡＴ降灰後の石器であると考えられる。

石鎌（図版４５２～25）

２４点図化した。基部形態により３分類し、さらに細分を行っている。

Ａ類（２～６）一アメリカ式石錐である。２．３．４は完形である。２．３は先端を先細に加工しているこ

とが特徴的である。４は小形な形態で基部が大きく、再加工品の可能性がある。５は表面左下方を新しく欠

損している。６は先端部が古く欠損する。

Ｂ類（７～１８．２５）－有茎鍍である。さらに３細分される。

Ｂ１類（15）一凹基有茎鍍である。15は基部が古く欠損する。

Ｂ２類（７～９．１３．１６．１７）－平基有茎雛である。７．８は完形品である。９は先端部に樋状剥離痕が残

る。13は先端部に擦痕が残り、石鑑としての機能が終了した後、石錐として利用された資料である。１６は先

端部を古く欠損し、１７は先端・末端を古く欠損する。

Ｂ３類（１０～１２．１４．１８）－凸基有茎錐である。１０～12は略完形品である。１４は先端部を古く欠損する。１８

は先端・末端を古く欠損する。

Ｂ４類（25）一凸基有茎片袖鍍である。２５は比較的大形の石雛である。基部の片袖に挟りがある。

2３



４遺物

2

13次l6TSII30911W

第６図土製品（2/3）

Ｃ類（19～22）－無茎錐である。さらに２細分される。
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Ｃｌ類（１９．２０）－凹基無茎錐である。１９は先端を新しく欠損する。２０は先端を古く欠損する。

Ｃ２類（２１．２２）－平基無茎錐である。２１は先端を古く欠損する。２２は先端を古く欠損し、末端を新しく

欠損する。

不明（２３．２４）-23は両端を欠損する。２４は黒曜石製の先端部のみの資料である。

石錐未成品（図版４５２６～32）

７点図化した。２６は有茎錐の未成品である。２９～32は無茎雛の未成品である。

石錐（図版４５３３．３４）

２点図化した。３３は剥片を素材とし、両面からの剥離によって先端部を作出している。３４は棒状の形状で

先端に回転痕が残る。

不定形石器（図版４６３５～50）

１６点図化した。基本的な分類は塩沢町五丁歩遺跡の不定形分類表に従った〔高橋1992〕・全点を観察して

いないため、細分類は行っていない。また、欠如する分類も同様な理由で生じている。

Ａ類（４７．４８)、Ｂ類（38)、Ｃ類（36)、Ｅ類（３５．４４．５０)、Ｆ類（３７．４０．４１．４２．４５．４６．４９)、Ｈ類（43)、

Ｋ類（39）である。全て剥片を素材としている。５０はＥ類としたが、剥片素材の石錘の可能性もある。

模形石器（図版４６５１～54）

４点図化した。５３は黒曜石の剥片を素材としている。５１は折断痕が残る。

石核（図版４６５５）

１点図化した。５５は喋面を一部残すことから、篠を素材とした石核である。４面の剥離痕が残り、打面転

移を繰り返し、サイコロ状の形態となっている。
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第Ⅳ章第13次・’4次調査

太型蛤刃石斧（図版４７５６）

太型蛤刃石斧の刃部片である。1点出土している。篠面が大きく残り、篠素材であることが分かる。

管玉（図版４７５７）

１点出土している。ｌ／４程度破損している。復元径約9.5mm程度の管玉である。良質な緑色凝灰岩を用い

ている。破損面は破損後に剥離されており、何らかの行為が行われている。

石包丁様石器（図版４７６０）

１点出土している。６０は石包丁様石器とした石器形態である。凝灰岩を石材として、穿孔部位と刃部の一

部が残る。全体に研磨痕が残り、刃部には稜上に擦痕がある。高倍率での顕微鏡では残存部位にはコーング

ロスが確認されなかった（注２)。完形品の全体形はおそらく体の中心に穴が１～２孔あき、楕円形あるい

は半月形の石包丁様になると考えられるが、確証が得られず、「石包丁様石器」とした。

軽石製石製品（図版4761.62）

２点図化した。６１．６２ともに軽石を石材とした石製品である。擦痕等は明確に観察されない。

砥石（図版４７６４～69、図版４８７０～72）

９点図化した。形態が多様なため細分類は行っていない。大きく、凝灰岩等を石材とする手持ち砥石（６４

～68）と安山岩などを石材とする置砥石（69～72）に分けられる。

擦石（図版４８７３）

１点図化した。擦石の半欠品である。

凹石（図版４８７４）

１点図化した。自然篠を用い５ヶ所の凹部を持つ。

3）ガラス製品（図版47）

ガラス玉（図版４７５８．５９）

２点出土している。５８は小形ガラス玉である。色調は不透明なコバルトブルー、５９は小形ガラス玉である、

58より法量が小さい。色調は半透明なコバルトブルーである。

Ｃ須恵器．土師器（図版35）

須恵器無台杯（254.255）

254は内外面ロクロナデの須恵器無台杯である。胎土から新津産と推測される。胎士から新津産と推測さ

れる。底部へラ切り。255も内外面ロクロナデの須恵器無台杯で、254と同一個体の可能性がある。

須恵器有台杯（256）

内外面ロクロナデの須恵器杯◎体部の立上がりから有台杯と推測される。

土師器小髪（257）

内外面ロクロナデの土師器小尭である。底部回転糸切りである。

注１笹沢正史氏にご教示を受けた。

注22004年１月31日～２月１日に新潟県埋蔵文化財センターで行われた石器使用痕研究会の席上、多数の使用痕研究者

に観察頂いた結果である。
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ｌ土層とテフラ

第Ｖ章自然科学分析一第13次調査一

１土層とテフラ

Ａはじめに

新津市域とその周辺には、妙高・浅間・沼沢沼などの火山、さらには中国地方や九州地方に分布する火山

などから噴出したテフラ（tephra,火山，いわゆる火山灰）が数多く分布している。テフラの中には、すでに噴

出年代が明らかにされている指標テフラがあり、それらとの関係を求めることにより、地層の堆積年代や土

壌の形成年代だけでなく、遺構や遺物の層位や年代などについても知ることができるようになっている。そ

こで八幡山遺跡においても、微化石などの分析に先立って、地質調査を行って土層の記載を行うとともに、

テフラ検出分析により指標テフラの検出同定を試みることになった。地質調査の対象となった地点は、７Ｔ

外環濠・ｌ３Ｔ内環濠Ｂ区・ｌ３Ｔ内環濠Ａ区・ｌ２Ｔ内環濠・ｌ２Ｔ竪穴住居周溝の５地点である。

Ｂ士層層序（第７図）

７Ｔ外環濠７Ｔ外環濠の覆土は、下位より若干色調が暗い褐色士（層厚11cm）・暗灰褐色士（層厚７cm）・若

干色調が暗い褐色士（層厚15cm）・炭化物混じりで若干色調が暗い褐色士（層厚37cm）・若干色調が暗い褐色土

（層厚16cm）・褐色士（層厚21cm）・暗褐色士（層厚13cm）・色調が特に暗い暗褐色土（層厚15cm）・暗褐色土（層

厚６cm）からなる。

13Ｔ内環濠Ｂ区l3T内環濠Ｂ区の覆土は、下位より燈褐色土（層厚12cm）・暗灰褐色士（層厚16cm）・灰褐色

士（層厚７cm）・燈褐色士（層厚７cm）・砂混じり燈色士（層厚３cm）・若干色調が暗い褐色士（層厚７cm）・燈褐

色土（層厚３cm）・炭化物混じりで若干色調が暗い褐色士（層厚20cm）・炭化物混じり褐色士（層厚22cm）・若干

色調が特に暗い暗褐色士（層厚７cm）・暗褐色土（層厚17cm）からなる。

13Ｔ内環濠Ａ区１３Ｔ内環濠Ａ区の覆土は、下位より燈褐色士（層厚16cm）・灰褐色土（層厚１４cm）・燈褐色土

（層厚７cm）・灰色がかった褐色士（層厚７cm）・灰褐色士（層厚11cm）・灰色がかった褐色土（層厚11cm）・灰褐

色士（層厚19cm）・灰色がかった褐色土（層厚17cm）・炭化物混じり暗灰褐色土（層厚９cm）・若干色調が暗い灰

褐色土（層厚９cm）・暗灰褐色土（層厚12cm）からなる。

12Ｔ内環濠ｌ２Ｔで認められた環濠の覆土は、下位より赤褐色土粒子に富む褐色土（層厚７cm）・赤褐色士粒

子混じり灰褐色士（層厚７cm）・土器混じり灰褐色土（層厚16cm）・灰褐色土（層厚15cm）・灰色がかった褐色土

（層厚22cm）・灰褐色士（層厚11cm）・暗灰褐色士（層厚13cm）・若干色調が暗い灰褐色土（層厚13cm）・より色調

が暗い灰褐色士（層厚５cm）からなる。

１２ＴＳＩ１３０７竪穴住居周溝l2T竪穴住居周溝の覆土は、暗灰褐色土（層厚16cm以上）からなる。

Ｃテフラ検出分析

1）分析試料と分析方法
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第５表ｌ３Ｔ内環濠Ｂ区におけるテフラ検出分析結果
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２植物珪酸体分析

ｌ３Ｔ内環濠Ｂ区の層位や年代に関する資料を得るために､基本的に５cmごとに設定採取された試料のうち、

16点についてテフラ検出分析を行った。テフラ検出分析の手順は次の通りである。

ａ）試料logを秤量。

ｂ）超音波洗浄装置により泥分を除去。

ｃ）恒温乾燥器により80℃で乾燥。

ｄ）実体顕微鏡下で、テフラ粒子の量や特徴を観察。

２）分析結果（第５表）

テフラ検出分析の結果を第５表に示す。分析の対象となった13Ｔ内環濠Ｂ区の覆土試料から、軽石やスコ

リアは検出されなかった。一方火山ガラスは、試料２１．１９．１７．９．５．３でごく少量ずつ認められた。試

料21には白色のスポンジ状に発泡した軽石型、試料19や試料９には無色透明の分厚い中間型、試料17には無

色透明のバブル型、さらに試料５および試料３には無色透明の繊維束状の軽石型ガラスが含まれている。た

だし、指標テフラの降灰層準を示唆するような、顕著な濃集層準は認められなかった。

Ｄ ま と めにかえて

ｌ３Ｔ内環濠Ｂ区の覆土から検出された火山ガラスについては、量が非常に少なく、屈折率測定などで指標

テフラとの同定を行うことも難しい状況にあった。しかしながら、新津市域では約５，０００年前（放射性炭素年

代）に沼沢火山から噴出した沼沢ｌテフラ〔Ｎｍ－ｌ，只見川第四紀研究グループl966a・l966b、町田・

新井1992〕に二次的に由来するテフラ粒子のほか、多くの指標テフラが降灰していると考えられる。弥生時

代以降でも、福島県会津地方とその周辺で検出されている６世紀初頭に榛名火山から噴出した榛名ニツ岳渋

川テフラ、６世紀初頭に榛名火山から噴出した榛名ニツ岳渋川テフラ〔Hr-FA,新井1979、坂口1986、早

田1989、町田・新井1992〕、または６世紀中葉に榛名火山から噴出した榛名伊香保ニツ岳軽石〔Hr-FP,新

井1962、坂口1986、早田1989、町田・新井1992〕などの榛名火山や浅間火山に由来するテフラ、さらに915

年に十和田火山から噴出したと考えられている十和田ａ火山灰〔To-a,大池ほか'966、大池1972、町田ほ

か'981〕などが検出される可能性もあり、今後よりテフラの保存状態の良い泥炭地などを含め多くの地点で

調査分析の行われることが望まれる。

２植物珪酸体分析

Ａはじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸（ＳｉＯ２）が蓄積したものであり、植物が枯れたあともガラス質の微

化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微化石を遺跡

土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植

生・古環境の推定などに応用されている〔杉山2000〕。

Ｂ試料（第８図）

試料は７Ｔ外環濠・ｌ３Ｔ内環濠Ｂ区・ｌ２Ｔ内環濠・ｌ２Ｔ竪穴住居周溝の４地点から採取された11点であ

る。
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第Ｖ章自然科学分析

Ｃ分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法〔藤原1976〕を用いて、次の手順で行った。

ａ）試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）

ｂ）試料約１９に対し直径約40浬ｍのガラスビーズを約０．０２９添加（電子分析天秤により0.1mgの精度で秤量）

ｃ）電気炉灰化法（550℃・６時間）による脱有機物処理

ｄ）超音波水中照射（300Ｗ・42KHz・'０分間）による分散

ｅ）沈底法による20ﾉαｍ以下の微粒子除去

ｆ）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

ｇ）検鏡・計数

同定は400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として行った。

計数はガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート１枚分の精査に相当する。

試料１９あたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料１

９中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体１個あたりの植

物体乾重、単位：１０－５９）をかけて、単位面積で層厚1ｃｍあたりの植物体生産量を算出した。イネ（赤米）

の換算係数は2.94（種実重は1.03)、ネザサ節は0.48、クマザサ属（チシマザサ節・チマキザサ節）は0.75、ミヤ

コザサ節は0.30である。タケ亜科については植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

Ｄ分 析結果

l）分類群（第６表、第８図ａ～。，第９図）

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、

その結果を第６表および第８図ａ～ｄに示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す（第９図)。

〔イネ科〕イネ・キビ族型・ウシクサ族Ａ（チガヤ属など）

〔イネ科一タケ亜科〕ネザサ節型（おもにメダケ属ネザサ節）・クマザサ属型（チシマザサ節やチマキザサ節な

ど）・ミヤコザサ節型（おもにクマザサ属ミヤコザサ節）・未分類等

〔イネ科一その他〕表皮毛起源・棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）・未分類等

２）植物珪酸体の検出状況

７Ｔ外環濠環濠の埋土底部（試料１．２）ではミヤコザサ節型が比較的多く検出され、試料１ではイネや

クマザサ属型、試料２ではキビ族型も検出された。イネの密度は700個／ｇと低い値であり、稲作跡の検証

や探査を行う場合の判断基準としている3,000個／ｇを下回っている。

13Ｔ内環濠Ｂ区環濠の埋士底部（試料12）ではミヤコザサ節型が比較的多く検出され、ウシクサ族Ａやク

マザサ属型なども検出された。埋士下部（試料７～11）でも、おおむね同様の結果であるが、試料11ではミ

ヤコザサ節型が増加しており、試料９と試料10ではキビ族型も検出された。また、試料10と試料11では海綿

骨針〔字津川ほか'979〕も検出された。おもな分類群の推定生産量によると、クマザサ属型およびミヤコザ

サ節型が優勢となっていることがわかる。

12ＴＳＩ１３０７竪穴住居周溝竪穴住居周溝の基底直上（試料ｌ）ではミヤコザサ節型が多量に検出され、ク

2９
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弥生時代後期とされる環濠および竪穴住居の埋土の堆積当時は、クマザサ属（ミヤコザサ節を含む）などの

ササ類を主体としてキビ族やウシクサ族なども見られるイネ科植生であったと考えられ、比較的乾燥した環

境であったと推定される。クマザサ属は氷点下５℃程度でも光合成活動をしており、雪の中でも緑を保って

いることから、大半の植物が落葉または枯死する秋から冬にかけてはシカなどの草食動物の重要な食物とな

っている〔高槻1992〕。遺跡周辺にこれらのササ類が豊富に存在したことは、当時の動物相を考える上でも

重要である。

７Ｔ外環濠の埋土からは少量ながらイネが検出された。このことから、当時は遺跡周辺で稲作が行われて

いたと考えられ、そこから何らかの形で環濠内にイネの植物珪酸体が混入したものと推定される。ｌ３Ｔ内環

濠Ｂ区・ｌ２Ｔ内環濠・ｌ２Ｔ竪穴住居周溝からは、海綿動物に由来する海綿骨針が検出された。このことから、

Ｅ植物珪酸体分析から推定される植生と環境

マザサ属型も比較的多く検出された。また、ウシクサ族Ａや海綿骨針なども検出された。おもな分類群の推

定生産量によると、クマザサ属型およびミヤコザサ節型が優勢となっていることがわかる。

１２Ｔ内環濠環濠の埋土底部（試料２）ではクマザサ属型やミヤコザサ節型が比較的多く検出された。埋土

下部（試料ｌ）では、ミヤコザサ節型が大幅に増加しており、ウシクサ族Ａや海綿骨針なども検出された。

おもな分類群の推定生産量によると、クマザサ属型およびミヤコザサ節型が優勢となっていることがわかる。
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３花粉分析

何らかの形で海綿（スポンジ）が利用されていた可能性も考えられるが、密度が比較的低いことや、海綿骨

針については堆積環境との関係に未解明な部分もあることから、確定的なことは言えない。

３花粉分析

Ａはじめに

花粉分析は一般に低湿地の堆積物を対象として比較的広域な植生・環境の復原に応用されており、遺跡調

査においては遺構内の堆積物等を対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉等の植物遺体は、

水成堆積物では保存状況が良好であるが乾燥的な環境下の堆積物では分解されて残存していない場合もあ

る。

Ｂ試 料

試料は７Ｔ外環濠・ｌ３Ｔ内環濠Ｂ区・ｌ２Ｔ内環濠・ｌ２Ｔ竪穴住居周溝の４地点から採取された７点であ

る。

Ｃ方 法

花粉粒の分離抽出は、〔中村1973〕の方法をもとに、以下の手順で行った。

ａ）５％水酸化カリウム溶液を加えて15分間湯煎

ｂ）水洗処理の後、0.5ｍの諦で篠などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

ｃ）２５％フツ化水素酸溶液を加えて30分放置

ｄ）水洗処理の後、氷酢酸によって脱水してアセトリシス処理を施す

ｅ）再び氷酢酸を加えて水洗処理

ｆ）沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成

ｇ）検鏡・計数

検鏡は生物顕微鏡によって300～１０００倍で行った。花粉の同定は、〔島倉1973〕および〔中村1980〕をアト

ラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科・亜科・属・亜属・節およ

び種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で結んで示した。

Ｄ結 果

1）分類群（第10図、第７表）

出現した分類群は、樹木花粉９，樹木花粉と草本花粉を含むものｌ、草本花粉８、シダ植物胞子２形態の

計20である。分析結果を第７表に示し、花粉数が100個以上計数された試料については花粉総数を基数とす

る花粉ダイアグラムを示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔樹木花粉〕マツ属複維管束亜属・スギ・ハンノキ属・クリ・ブナ属・コナラ属コナラ亜属・ニレ属一ケ

ヤキ・エノキ属一ムクノキ・モチノキ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕クワ科一イラクサ科

〔草本花粉〕イネ科・カヤツリグサ科・アカザ科一ヒユ科・アブラナ科・セリ亜科・タンポポ亜科・キク

3２
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第７表花粉分析結果
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４珪藻分析

亜科・ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕単条溝胞子・三条溝胞子

2）花粉群集の特徴（第11図）

７Ｔ外環濠環濠の埋土底部（試料１．２）では花粉がほとんど検出されなかった。

１３Ｔ内環濠Ｂ区環濠の埋土底部（試料２）では花粉がほとんど検出されなかった。埋士下部（試料ｌ）では

ハンノキ属・ニレ属一ケヤキ・イネ科・キク亜科・ヨモギ属などが検出されたが、いずれも少量である。

１２ＴＳＩ１３０７竪穴住居周溝竪穴住居周溝の基底直上（試料ｌ）ではコナラ属コナラ亜属・イネ科・キク亜

科・ヨモギ属などが検出されたが、いずれも少量である。

１２Ｔ内環濠環濠の埋土底部（試料２）ではキク亜科やヨモギ属などが検出されたが、いずれも少量である。

埋土下部（試料ｌ）では、樹木花粉と草本花粉の出現率が同程度であり、シダ植物胞子の出現率も比較的高

い。樹木花粉ではハンノキ属が優占し、コナラ属コナラ亜属・マツ属複維管束亜属・クリなどが伴われる。

草本花粉ではヨモギ属やイネ科が優占し、キク亜科・カヤツリグサ科などが伴われる。

Ｅ花粉分析から推定される植生と環境

ｌ２Ｔの環濠埋土の堆積当時は、ヨモギ属を主としてイネ科・キク亜科・カヤツリグサ科なども生育する比

較的乾燥した環境であったと考えられ、周辺にはハンノキ属を主としてナラ類（コナラ属コナラ亜属)、ニヨ

ウマツ類（マツ属複維管束亜属)、クリなどが生育する森林が分布していたと推定される。

その他の試料では花粉があまり検出されないことから植生や環境の推定は困難である。花粉があまり検出さ

れない原因としては、乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環境下で花粉などの有機質遺体が分解されたことな

どが考えられる。

４珪藻分析

Ａはじめに

珪藻は、珪酸質の被殻を有する単細胞植物であり、海水域や淡水域などの水域をはじめ、湿った土壌・岩

石・コケの表面にまで生息している。珪藻の各分類群は、塩分濃度・酸性度・流水'性などの環境要因に応じ

て、それぞれ特定の生息場所を持っている。珪藻化石群集の組成は、当時の堆積環境を反映していることか

ら、水域を主とする古環境復原の指標として利用されている。

Ｂ試 料

試料は７Ｔ外環濠・ｌ３Ｔ内環濠Ｂ区・ｌ２Ｔ内環濠・ｌ２Ｔ竪穴住居周溝の４地点から採取された７点であ

る。

Ｃ方 法

以下の手順で珪藻を抽出し、プレパラートを作成した。

a）試料から乾燥重量１９を秤量

b）１０％過酸化水素水を加え、加温しながらｌ晩放置
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４珪藻分析

第８表珪藻分析結果

7Ｔ外環濠 l3T内環濠Ｂ区 l2T竪穴住居周溝 l2T内環濠

分類群 １ ２ １ ２
１ １ ２

貧塩性種（淡水生種）

１Ｍzソic"肱加“Ｃａ

１１』Vとjd幽加ｓｐ、

１Ｐ"ｍｌ４Ｉａｒｊａｓｐ、

１２Ｐｊｌｍ且Iarja皿bcgp"α'α
●‐ー‐‐‐●｡－口｡■■‐‐‐｡‐ロー卓｡‐‐ロロ一・‐‐■■‐‐■‐｡｡■‐■■由一一一一一一一一一画■‐‐■｡－口■■■｡－画‐‐ロ｡｡■‐‐ロ｡■‐‐‐｡■‐｡ロローロ■｡‐■■‐■‐ロロ｡ロロ‐■■‐■■｡②｡ー画の一口‐■■‐‐●｡●‐■ロ｡の‐■‐■‐ｰ●

真一中塩性種（海-汽水生種）

１ＣＯcc”e“““eI血加

合計 0 0 ４ ０ ４ ０

（ ~ ） （ ~ ） （ _ ）（-）（~） （_）２未同定

（ - ） ３（~）（_）４（-）（_）破片
●‐ロ■‐｡｡－口｡｡｡■‐ロローー｡｡●‐‐ロー‐‐ロー●■‐‐■ローロロー‐■■ロー■の‐の■●｡‐‐ローロー‐■■■ロロ｡‐‐口｡‐‐‐‐｡■■■ロー●ロロー‐ロロ■■■■‐ローローーロのー‐■ロロローロ‐ー‐｡■‐｡●■ロー‐‐ロロロ｡ｰ‐のローロロ‐‐ロロロ｡‐｡

（~）（_）（-）1.6試料’cm3中の殻数密度（~）（_）２．４

（~）×１０３ （~）（_）（~）（~）×１０３
◆‐ローロロローロローロローロー‐‐ローロロ■｡一一口一一口■‐‐‐■‐‐■｡■ローローロロローロ●ロー‐‐■■ロー■ロ｡■■■ロ■画一⑪■｡■■‐■■■ロロロロロ■ローーロロ■｡■坤一○画ローロー‐｡■ー■■｡‐｡●｡■‐‐ロー■■‐■‐‐角一一口｡－口■‐｡■ロ｡‐ロー

（~）（~）（_）（~） （~）（~）（_）完形殻保存率（％）

ｃ）上澄みを捨て、細粒のコロイドと薬品を水洗

ｄ）残置をマイクロピペットでカバーグラスに滴下して乾燥

ｅ）マウントメディアによって封入し、プレパラート作成

ｆ）検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって600～１０００倍で行った。計数は珪藻被殻が100個体以上になるまで行い、少な

い試料についてはプレパラート全面について精査した。

Ｄ結果（第８表・第１2図）

出現した珪藻は真～中塩性種（海～汽水生種）ｌ分類群、貧塩性種（淡水生種）３分類群である。計数され

た珪藻の学名と個数を第８表に示す。以下に出現した主要な分類群を記す。

〔貧塩性種〕Ｍｚ"卿ｊｔｚ池”“、肋妨"郷sp.、Ｈ'z""kz池sp.、Ｐ伽"kz池s"6α功加如

〔真一中塩性種〕CbcCwZ鯛scz‘た伽沈

７Ｔ外環濠環濠の埋士底部（試料１．２）では珪藻は検出されなかった。

１３Ｔ内環濠Ｂ区環濠の埋土底部（試料２）では珪藻は検出されなかった。埋土下部（試料ｌ）では、貧塩性

種のｊＷ〃如加sp.、Ｐ"z伽加sp、Ｈ'@"吻加s"bazp伽如が検出されたが、いずれも少量である。

12ＴＳＩ１３０７竪穴住居周溝竪穴住居周溝の基底直上(試料ｌ）では貧塩‘性種のＺＷｊ伽加ｓｐ.､Ｐ伽""伽ｓｐ、

P伽伽加s"6aZl伽如、真～中塩‘性種のCOC、"ejsS“た伽加が検出されたが、いずれも少量である。

１２Ｔ内環濠環濠の埋士下部（試料ｌ）では珪藻は検出されなかった。埋土底部（試料２）では、珪藻の破片

がわずかに検出された。

Ｅ珪藻分析から推定される堆積環境

分析の結果、各遺構の堆積物からは、珪藻がほとんど検出されなかった。このことから、当時の遺構内は

珪藻の生育に適さない乾燥した堆積環境であったと推定される。なお、１２Ｔ竪穴住居周溝から検出された

CoCCO"ejSSC仰""”は、藻に付着する海水生ないし汽水生であることから、集落で利用された藻や塩などに

起因する可能性も考えられる。
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５種実同定

Ａはじめに

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く、堆積物や遺構内に残存している場合がある。堆積物などか

ら種実を検出し、その種類や構成を調べることで、過去の植生や栽培植物を明らかにすることができる。

Ｂ試 料

試料は７Ｔ外環濠・ｌ３Ｔ内環濠Ｂ区・ｌ２Ｔ内環濠・ｌ２Ｔ竪穴住居周溝の４地点から採取された７点であ

る。

Ｃ方 法

以下の方法で、種実の抽出と同定を行った。

ａ）試料200ccに水を加えて泥化

ｂ）撹拝した後、0.25ｍの節で水洗選別

ｃ）双眼実体顕微鏡下で検鏡・計数

同定は形態的特徴および現生標本との対比で行い､結果は同定レベルによって科・属・種の階級で示した。

Ｄ結果および考察

分析の結果、種実はいずれの試料からも検出されなかった。種実が検出されない原因としては、乾燥もし

くは乾湿を繰り返す堆積環境下で種実などの有機質遺体が分解されたことなどが考えられる。

６樹種同定

Ａはじめに

木材はセルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から概ね属レベルの同定が

可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林植生の推定が

可能であり、遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

Ｂ試料（第９表）

試料は、１２Ｔ・ｌ３Ｔ・l4Tの竪穴や環濠内から出土した炭化材７点である。試料の詳細を第９表に示す。

Ｃ方 法

試料を割折して新鮮な基本的三断面（木材の横断面・放射断面・接線断面）を作製し、落射顕微鏡によって７５

～750倍で観察した。同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。
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1１

６ 樹種同定

n.２ｍｍ

＆“

輔
1郡

横断面 放射断 面 １ １ ： ０ ． . Ｉ ｍ ｍ

ｌｌ２Ｔ内環濠ＡＩＸ５．６卿クリ

接線断１ｍ(岬1ｍｍ 一：０２ｍｍ

『

放射断面，，：0.2ｍｍ

３１．１Ｔ外環濠Ａ区４．５．６ａ・９肘カツラ

第１３図炭化材の顕微鏡写真（１）

3８

姥線断而0,1ｍｍ横断面

。

；

0-.1ｍｍ
【).２ｍｍ

ﾛ

放 射断面,!:0..1mm接線断面

２１２TSIl307羅穴住居Pit2aコナラ堀アカガシ亜属
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試料

l2TSI1307下層

12TSI1307Pit2a

l2TSI1307Pit4a

l2T内環濠Ａ区５．６層

l3T内環濠Ａ区4c層

13Ｔ内環濠Ａ区4c層

l4T外環濠Ａ区４．５．６ａ・９層

Ｄ結 果

第９表樹種同定結果

結果（学名／和名）

ﾉ伽ame〃sjaPonicaSieb・ｅｔＺｕｃｃ・

Quercussubgen・ｑｙ℃Ioba伽Qpsis

IIex

OastaneacrenataSieb、ｅｔＺｕｃｃ．

’mmJs

2ruI1us
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マンサク

コナラ属アカガシ亜属

モチノキ属

クリ

サクラ属

サクラ属

虎rcjdiphyIIUm､血ponicUmSieb・ｅｔＺｕｃｃ・カツラ

結果を第９表に示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に解剖学的特徴を記す。

・クリQzs伽”cγE"α〃Sieb､etZucc・ブナ科（第13図ｌ）

横断面：年輪のはじめに大型の道管が、数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が火炎状に配列す

る。早材から晩材にかけて、道管の径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よりクリに同定される。クリは北海道の西南部・本州・四国・九州に分布する。落葉の高木で、

通常高さ20ｍ、径40cmぐらいであるが、大きいものは高さ30ｍ、径２ｍに達する。耐朽'性強く、水湿によく

耐え、保存'性の極めて高い材で、現在では建築・家具・器具・土木・船舶・彫刻・薪炭・椎茸ほだ木など広

く用いられる。

・コナラ属アカガシ亜属Ｑ"eγ℃z‘ssubgen.Ｑﾉc肋α伽小応ブナ科（第13図２）

横断面：中型から大型の道管が、１～数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材である。道

管は単独で複合しない。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は同’性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よりコナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ・イチイガシ・

アラカシ・シラカシなどがあり、本州・四国・九州に分布する。常緑高木で、高さ30ｍ、径1.5ｍ以上に達

する。材は堅硬で強靭、弾力‘性強く耐湿’性も高い。特に農耕具に用いられる。

・力ツラα"勉伽ﾉ伽漉〃0"伽加Sieb・etZucc・カツラ科（第１３図３）

横断面：小型で薄壁の角張った道管が、単独ないし２～３個複合してかなり密に散在する散孔材である。

放射断面：道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は20～40本ほどである。放射組織は異

'性である。

接線断面：放射組織は、異‘性放射組織型で、２細胞幅である。

以上の形質よりカツラに同定される。カツラは北海道・本州・四国・九州に分布する。落葉高木で、通常高

さ15～20ｍ，径50～60cmであるが、大きいものは高さ35ｍ、径２ｍに達する。材は軽軟で靭'性であり加工し

やすく、建築材などに用いられる。

・マンサクHZz抑α"zeﾉﾉＭＺｐ０"伽Sieb・etZucc・マンサク科（第14図４）
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横断面：小型でやや角張った道管が、ほぼ単独で密に散在する散孔材である。道管の径は、早材部から晩

材部にかけてゆるやかに減少する。

放射断面：道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は１０～20本程度である。放射組織は異

性である。

接線断面：放射組織は、単列の異性放射組織型で、１０数個の平伏細胞と、ｌ～数個の直立細胞からなる。

以上の形質より、マンサクに同定される。マンサクは本州・四国・九州の山地に分布する。落葉の低木ま

たは高木で、通常高さ２～５ｍであるが、大きいものは高さ12ｍに達する。

・サクラ属〃Z"z"ｓバラ科（第14図５）

横断面：小型で丸い道管が、単独あるいは２～３個放射方向および斜め方向に複合して散在する散孔材で

ある。道管の径は、早材部から晩材部にかけてゆるやかに減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は、同性に近い異性

である。

接線断面：放射雲組織は、異性放射組織型でｌ～５細胞幅である。

以上の形質よりサクラ属に同定される。サクラ属には、ヤマザクラ・ウワミズザクラ・シウリザクラ・ウ

メ・モモなどがあり、北海道・本州・四国・九州に分布する。落葉の高木または低木である。

、モチノキ属Ｚ伽モチノキ科（第14図６）

横断面：小型でやや角張った道管が、単独あるいは数個放射方向に複合して散在する散孔材である。道管

の径はあまり変化しない。

放射断面：道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は20～40ぐらいである。道管および木

繊維の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は平伏細胞と直立細胞からなる。

接線断面：放射組織は異性放射組織型で、直立細胞のみからなる単列のものと、２～６細胞幅で上下の縁

辺部のｌ～３細胞高が単列の多列のものからなる。

以上の形質よりモチノキ属に同定される｡モチノキ属は常緑または落葉性の高木または低木で､モチノキ・

クロガネモチ．イヌツゲなどがあり、北海道・本州・四国・九州に分布する。なお、モチノキは常緑高木で

高さ15ｍ、径50cmに達する。やや堅硬な材で、旋作・器具・彫刻などに用いられる。

Ｅ所 見

分析の結果、竪穴から出土した炭化材はマンサク１点、コナラ属アカガシ亜属１点、モチノキ属１点、環

濠から出土した炭化材はクリ１点、カツラ1点、サクラ属２点と同定された。いずれの樹種も温帯に分布す

る樹種で､コナラ属アカガシ亜属とモチノキ属は温帯の下部の暖温帯に分布する照葉樹林の構成要素である。

竪穴から出土したマンサクとモチノキ属は中低木、コナラ属アカガシ亜属は高木であり、いずれも硬堅な材

で、建築材にも適している。
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第11次・’２次調査により、墳頂部に設置された国設新津酸性雨測定所建設の影響は予想以上に少なく、基

礎部分の幅約1ｍ・深さ約80cmに限定されることが判明した。第１次調査では地表下1.2ｍ程の位置から弥

生時代後期終末の竪穴住居が検出されており、その上の古墳盛土が確認されている。今回は測定所撤去によ

る緊急調査のために、古墳盛土上面までで発掘調査を止めており、古墳時代以前の遺構は検出されなかった。

主体部等の確認は今後の課題である。

２八幡山遺跡

Ａ遺 構

第10次調査までに、八幡山遺跡北地区で環濠４条（外環濠２条・内環濠１条・条溝１条）・竪穴住居26基・方

形周溝墓２基・前方後方形周溝墓１基・土器棺墓１基・土坑２基、南地区で環濠１条（条溝１条）・竪穴住居

11基・風倒木１基が検出されている。

第13次・’4次調査の成果は以下のとおりである。

内環濠は、北東斜面の13次12Ｔで内環濠Ａ南東端を、北西斜面の15ＣＴで内環濠Ｂ南西端を確認した。北

西斜面の13次l6T・l7T、南西斜面の13次18～20Ｔ、西尾根の14次ｌＴの調査によりこの区域には環濠が無

いことを確認した。

外環濠は、ＳＤＯ３ＮＯ５・SDO3SlO間に13次２Ｔ～４Ｔを設定したが、環濠は検出されず、両者が繋がら

ないことが明らかとなった。１３次l4TでSDO3NO5の北西端を検出し、１３次９Ｔにより北側から延びるSD

O901とは別遺構であることが分かった。また、SDO3SlOは１３次７Ｔで南東端を、１３次11Ｔで北西端を検出

した。このことにより、古津八幡山古墳の北東斜面を捲く外環濠Ａ（SDO901）と約70ｍ離れた南側の外環

濠Ｃ（SDO3SlO)、そして、外環濠Ａの南側に５ｍ程ずれて繋がらない全長わずか15ｍ程の外環濠Ｂ（SD

O3NO5）に分かれることが判明した。さらに、第14次調査では古津八幡山古墳北側の外環濠Ａの15ｍ程内側

（山側）にある大きな段の下で新たな環濠が検出され、外環濠，（SD1402）とした。この環濠は丘陵斜面を

Ｌ字形に掘って造られた平坦面に構築されたもので、山側に寄せて掘られているものと考えられた。段の下

にある環濠は第９次調査で確認された外環濠Ｂでも同様であり、山側の段と環濠の深さによる相乗効果を意

図したものと推察する。

環濠の断面形は、基本的に底面の狭いＶ字形であるが、末端近くではＵ字形や逆梯形・皿形になる部分が

あることが明らかとなった。また、北地区北側・北東地区の追加調査でも新規の環濠は検出されなかった。

竪穴住居は、第13次調査では北地区で７基、第14次調査では北地区で１基、北東地区で３基（１基は縄文

時代）が新たに検出された。北東地区では初めて竪穴住居が検出され、旧埋葬地遺跡を八幡山遺跡と一体の

ものとして捉える根拠となっている。13次l2Tでは２基の竪穴住居（ＳＩｌ３０７・SIl308）と内環濠Ａ（ＳＤ
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O3S16）が重複して検出され、環濠と竪穴住居に時期差が存在することが遺構の重複関係から明確となった。

第14次調査までに検出された弥生時代の竪穴住居総数は、北地区で32基､北東地区で２基・南地区で１１基の、

合計45基となる。

１４次ｌＴは、第３次調査ＳＩＯ３Ｓ２１でＢ群赤彩壷が床面から出土していたことから天王山式系に限定され

る竪穴住居が存在するか、存在するとすれば如何なる平面形態であるかを確認するために行ったものである

が、完形のＡ群有段口縁壷が床面から出土し、天王山式系に限定されないこと、竪穴住居の平面形態は隅丸

方形であることが判明した。今までの確認調査でＢ群のみ出土の竪穴住居、平面形態が円形の竪穴住居は検

出されていない。

方形周溝墓は、１０次５ＴのＳＸｌＯＯ４・SXlOO5方形周溝墓の広がりを確認するために東尾根にトレンチを

設定したが、新たな方形周溝墓は検出されず、外環濠Ｂ・外環濠Ｃ間で新たに方形周溝墓１基（ＳＸｌ３０３・

SXl304）が検出された。竪穴住居と同時期であり、居住域と墓域が明確には分かれないが、竪穴住居数に

比べ検出数が格段に少ないことから、他の別の場所一台地・丘陵上や沖積地上一に墓域が存在するものと推

測される。墓域が何処に存在するのか、今後明らかにしていかなければならないと考えている。

Ｂ遺 物

以前に示した編年案〔渡遥他2001〕に合わせて、第１３．１４次調査で検出された遺構の所属時期を入れた

（第１０表)。Ａ群（北陸系）．Ｂ群（天王山式系）．Ｃ群（在地折衷系）と大別して考えている。

13次７ＴＳＤＯ３ＳｌＯ外環濠Ｃ中層のＡ群11～13は、口縁有段部が短く直立し、下端を肥厚させ、有段部に

擬凹線文を入れるもので、1期新段階に位置づけられると考える。環濠覆土は山側からの流れ込みと考えら

れる自然堆積であり、これらが環濠底面よりも浮いた状態で出土していることから、外環濠Ｃの掘削時期が

それ以前に遡ることは明白であろう。このことは、２期古段階に位置づけた10次５ＴのSXlOO4方形周溝墓

の周溝覆土に、外環濠Ｃの掘削土が堆積していたことと矛盾しない。また、環濠の掘削時期が１期新段階以

前に遡ることによって、１期新段階としたSXlOO5方形周溝墓・２期古段階としたＳＸ１００４・SXlOO6土器

棺墓共に外環濠Ｃの外側として、居住域とは区別して墓域が選地されたことを示すものである。

13次ｌ２ＴＳＩ1307.14次lＴＳＩＯ３Ｓ２１（SIl401）でＡ群２期古段階とＢ群の共伴が確認され、これま

での並行関係を裏付けるものである。

１３次l2TSDO3Sl6内環濠Ａでは下層からＡ群とＢ群が出土したが、Ａ群の赤彩比率が高く、l90のよう

に有段部が長く伸びる高杯の形態から４期に位置づけられるものを含む。また、２期古段階のＳＩｌ３０７竪穴

住居を切っており、内環濠Ａの掘削時期が２期古段階以降であることが確かめられた。４期の遺物が下層か

ら出土したことから、この頃まで環濠が機能していたものと考えるが、この付近は緩斜面で土砂の堆積が急

速に進まなかったことも一因であろう。

14次SD1402外環濠Ｄでは上層からＡ群４期とＢ群の共伴が確認され、４期には環濠の埋没が進んでいた

ことを示すものと考える。急斜面であり、地山が砂質士であることから堆積が急速に進んだことに拠るもの

であろう。これまでの確認調査により、八幡山遺跡の環濠は前述の内環濠Ａを除き、概ね４期には上層まで

土砂が堆積し、環濠として機能していなかったものと推測される。

この他に注目される土器として、１４次l6Tで中部高地系の櫛描文が出土した（439)。上越市裏山遺跡では

弥生時代後期の中部高地系土器は数点しか出土しておらず、上越市域では弥生時代後期後半は北陸系が主体

で、中部高地系は主体とはならないことから、信濃川経由で内陸部からもたらされたものであろう（注)。

本遺跡では初めての出土であり、鹿角装鉄剣〔豊島2003〕の系譜を考える際に重要であると考える。巻町大
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沢Ｂ'遺跡方形周溝墓出土の中部高地系櫛描文〔甘粕・小野1982〕や、南魚沼郡塩沢町下田遺跡〔塩沢町

1997〕・来清東遺跡〔安立2001〕・六日町小栗山遺跡〔中川1954〕・北魚沼郡堀之内町春日平遺跡・古林古墳1997〕・来清東遺跡〔安立2001〕・六日町小栗山遺跡〔中川1954〕・北魚沼郡堀之内町春日平遺跡・古ネ

群周辺遺跡〔梅川1996・堀之内町1997〕の天王山式（系）土器は示唆的である。

この他に、ガラス玉２点、石包丁の可能性のある石器等は本遺跡では初めて検出されたものである。

注上越市の状況に関しては笹沢正史氏にご教示を受けた。
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(遺物標高：ｍ、長さ･幅･厚さ：【nm，重さ：ｇ）

6２

備考恥物

盟
認
別
弱

遺 出土位置

(遺物標高：ｍ，長さ･幅･厚さ：、、重さ：ｇ）



合計

別表１１石器組成表

弥生石器

時代不明石器

総 計

※旧石器・縄文時代草創期の石器を除く。
●

６３

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

北東地区

一
合
計

一
四
一
皿
一
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｕ
－
随
一
０
－
帥
－
３
ｌ
６
ｌ
４
ｌ
２
ｌ
５
ｌ
別
－
８
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
－
０
ｌ
０
ｌ
０
－
Ⅳ
ｌ
１
ｌ
１
－
１
ｌ
０
ｌ
加
一
叩
一
懇
一
顧
一

地
区
北
地
区

北東地区

北
地
区

北東地区

北地区

一

別 表

合計縄文石器

一
北
東
地
区

一
弱
一
Ｏ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
－
０
’
０
－
０
’
０
－
１
ｌ
０
－
ｌ
－
７
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
“
｜
弘
一
兜
一

北
東
地
区

北東地区

北
地
区

合計

－
０
－
０
’
０
－
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
－
０
－
０
－
０
－
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
６
ｌ
ｍ
－
脇
一

ＳＫ１４０３

ＳＫｌ４０４

ＳＤｌ４０５

ＳＸｌ４０６

ＳＫｌ４３２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

ＳＤｌ４１２

ＳＤｌ４１３

ＳＤｌ４１４

ＳＤｌ４１８

ＳＤｌ４２０

ＳＤｌ４２６

ＳＤｌ４２７

ＳＤ１４２８

ＳＤｌ４２９

ＳＤｌ４３１

14次10Ｔその他の遺構

14次llTその他の遺栂

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

４

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

３

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０ ０ ２ ０ ０ ０ １ ０ ６ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ３ ０ ０ ２ ０ ０ ０

尖
頭
器

石
錐

石
錐
（
未
成
品
）

石
錐

石
匙

模
形
石
器

不
定
形
石
器

原
石

剥
片
Ａ

剥
片
Ｂ

石
核
Ａ

石
核
Ｂ

勾
玉

菅
玉

菅
玉
（
未
成
品
）

パ
ス
テ
ル
形
石
製
品

太
型
蛤
刃
石
斧

扇
平
片
刃
石
斧

定
型
式
磨
製
石
斧

敵
石

擦
石

凹
石

喋
器

石
錘

砥
石

擦
切
石
製
品

軽
石
製
石
製
品

石
包
丁
様
石
器

ＳＤＯ３ＳｌＯ

ＳＤＯ３Ｓ１６

ＳＤＯ３ＮＯ５

ＳＤＯ９０１

ＳＤｌＯ１１

ＳＤｌ４０２

ＳＩｌ３０１

ＳＩｌ３０７

ＳＩｌ３０８

ＳＩｌ３０９

ＳＩ１３１１

ＳＩｌ３１２

ＳＩｌ３１３

ＳＩＯ３Ｓ２１（ＳＩｌ４０１）

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

１

０

０

４

０

２

1

１

０

８

０

０

０

０

２

０

０

１

０

０

１

０

０

５

０

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

１

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

１

１

０

０

０

０

０

０

１

６

２

２

０

０

０

３

０

１６

０

１

０

０

１

1７

０

０

０

１

０

１

０

３

０

０

０

０

１

２

６

５

０

０

５

４

０

3５

３

０

２

０

１

4１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

３

０

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

１

０

０

４

０

１７

０

２

０

１

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

３

０

０

０

０

１

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

０

０

０

０

１

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

０

０

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

ＳＩｌ４０７

ＳＩｌ４０８

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

０

２

０

０

０

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

０

０

０

０

０

０

０

ＳＫｌ３０２

ＳＫ１３０３

ＳＫｌ３０４

ＳＫｌ３０５

ＳＫｌ３０６

ＳＫｌ３１０

13次ｌ９Ｔ４区Pit4

14次１Ｔ２区Pit2

１４次lT23区Pitl

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

1３

０

０

０

０

０

０

０

０

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

~０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

ＳＫｌ４１０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

13次･'4次弥生時代遺構資料小計 ０ 2０ ９ ３ ０ １０ 4５ １０ 117 ２ ６ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ 2７ ２ ３
Ｆ

Ｏ ０ ６ ０ ４ ０

包含層１４次10.11Ｔ以外のトレンチ資料計 ０ ４ ０ ０ ０ ３ 2８ 2２ 2９ ０ ５ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １９ １ ６ １ １ １５ ０ ３ １

１～１０次資料 １ 4０ ４ ４ ０ ９ 1０７ ３ 6４ 3２ ８ ５ １ １ １ ２ ２ １ ０ 1２ １ ０ ０ ０ １３ １ １ ０

１ 6４ １３ ７ ０ 2２ １８０ 3５ 210 3４ 1９ ６ １ ２ １ ２ ３ １ ０ 5８ ４ ９ ６ １ 3４ １ ８ １

ＳＩｌ４０９ ０ ０ １ ０ ０ ３ ２ １ 1７ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２ ４ ０ ０ １ ０ １ ０

ＳＫｌ４３３

ＳＫｌ４１１

ＳＫｌ４１５ａ

ＳＫｌ４１５ｂ

ＳＫｌ４１６ａ

ＳＫｌ４１６ｂ

ＳＫｌ４１６ｃ

ＳＫｌ４１７ａ

ＳＫ１４１７ｂ

ＳＫｌ４１９

ＳＸｌ４２１

ＳＫｌ４２２

ＳＫｌ４２３

ＳＫｌ４２４

ＳＫｌ４２５

ＳＫ１４３０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１３次･'4次縄文時代遺櫛資料小計 ０ ０ １ ０ ０
ー

ひ ３ １ 2０ ０ ５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２ ４ ０ ０ １ ０ １ ０

包含届（14次10.11Ｔ）の資料計 ０ ０ ０ ０ １ ５ ８ ７ 2３ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ １ ３ ０ ０ ０

０ ０ １ ０ １ 1０ 1１ ８ 4３ ０ ９ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ２ ５ ０ １ ４ ０ １ ０



八幡山遺跡周辺の旧地形図（l/25000） 図版１

新 津 村 松 矢 代 田 小 須 戸 地 理 調査所

1931年修正測図1948年発行l/25000



図版 ２ 八幡山遺跡と周辺の遺跡（l/15000）

新津市1995年l/lOOOO→l/15000



第１次～１４次調査位置図（l/2500） 図１版３
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図版 ４ 遺跡全体図（l/2500）
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第11次．１２次．１４次調査図版６
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図版７第１１次。１２次．１３次。１４次調査 北地区遺構全体図２（1/500）
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図版９第13次．１４次調査 北地区遺構全体図４（l/500）
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図版１１第11次。１２次調査
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第１１次。１２次調査図版１２
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ＳＫ１１０２

１階褐色土（7.5YR3火l）

SＤ１２０１

１期褐色土（lOYR2/3）
２略褐色土（7.5YR3/4）

３暗赤褐色土（5YR3/‘l）
‘１端赤褐色士（5YR3,..1）

５暗赤褐色土(5YR3/6)

SＤ１２０２

１褐色土（7.5YR1/4）

２榔色土（7.5YR4/4）

SＫ１２０３

１暗褐色士（7.5YR3/‘1）

SK1103／

炭化物少flt混入『

劃 引Ａ Ａ，

lａ４９‘ 1 ｍ

胸れ隙ごく少Jit批入。
炭化物ごく少倣況入。腐れ礁少砥
混入。

炭化物･腐れ際少批況入｡
炭化物少孟混入。
炭化物・腐れ隙ごく少、混入。

炭化物・腐れ際少批況入。鵬褐色
土と黄褐色土が互噸堆棚。溝斑土舎
炭化物少量混入。ノM褐色･上と黄褐
色土が互脳堆祇｡ｉｌ噸土･

炭化物多最混入。上坑唖士。

■
■

|旨

古津八幡山古墳個別実測図１（l/８０．１/150）
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lａ49,1ｍ
ｌ

帝＝=＝

』9.1ｍ

月

I、鵬褐色土（lOYR2/3）

lｂ暗褐色土（7.5YR3/3）

ｌｃ略褐色土（7.5YR3/3）

１．褐色砂層（lOYR4‘４）
1ｅ暗褐色土（7.5YR3'､1）

2ａ極暗褐色土（7.5YR2‘3）
2ｂ極暗褐色土（7.5YR23）
３暗褐色士（7.5YR3/‘1）

４暗褐色土（7.5YR3,'‘1）

ＳＤ１１０１

】照褐色士（7.5YR2/2）

現表土。

布掘り上げ土。赤禍色土と略潤色
上の混入土。
坐本的に1b編とI‘１槻。批禍色土と
胤晦褐色土の況入士。
捗牛穂込み土。
催本的に1b扇と同様。赤褐色土の

蹄褐色十氾入土。
炭化物少丘混入。
炭化物少賦況入。
炭化物・塙れ瞭少倣況入。３咽か
ら脳斤而合

股化物・腐れ喋少吐況入。赤色風
化土混入。

炭化物少量混入。週物多く混入。
主体師に側わる通椴か？
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SD1402

1IF暗潤色土（7.5YR3/3）
Ⅱ禍色土（7.5YR‘Ｍ１）
ｌ潤色上（7.5YR4/4）
２柵色土（7.5YR4/4）

３褐色土（7.5YR4/6）
･１１粁脳仏土（7.5YR3/4）

５糊色土（7.5YR41/6）

６間色土（75YIW4）

７褐色土（7.5YR4/‘1)

８禍色土（7.5YIW6）
９褐色土（7.5YR4/J1）

１０褐色土（7.5YR‘I/‘D

llUl渦色土（7.5YR3/4）
１２禍色土（7.5YR4/6）
１３褐色土（7.5YR4/4）

1'1褐色上（7.5YR4/6）
１５潤色土（7.5YR4/6）

１６褐色土（7.5YR4/6）

１７棚仏土（7.5YR4/6）

図版１３第１４次調査

Ａ ＡＩ

:Ｗｌ０ＩⅦ

ＳＤ１４０２

１ｎｌＩＪ色土（7.5YR4/3）
Iblli棚色土（lOYR3/3）
ＩＣ味褐色士（7.5YR3/‘1）
Ｉ褐色土（7.5YIW6）
２極暗褐色土（7.5YIW3）
３柵色土（7.5YIW4）
‘Ｉ唯褐色土（7.5YR3/4）
５褐色土（7.5YR4/4）
611if褐色土（7.5YR3/4)
７禍色土（7.5YR4/6）
８赤褐色土〈5YR4/6）
９褐色土（7.5YR4/6）
１０悩色土（7.5YR4/6）
11褐色土（7.5YR4/6)
１２褐色士（7.5YR4/6）

炭化物なし。畦上。

のl～3mmの炭化物少低況入｡
的1～3ｍｍの炭化物やや多くi12入。
ゆ1mmの炭化物徹賦混入｡
の１mmの炭化物微最混入｡
の1mmの炭化物微置混入｡
妙l~3ｍｍの炭化物微批況入｡明褐色粒子粒子泥入｡
“~3ｍｍの炭化物少､;況入｡
巾1~5ｍｍの炭化物少jlt汎入｡
め1mmの炭化物微賦混入｡
ゆ１mmの炭化物微低混入｡
妙１ｍｍの炭化物徹避混入｡
jlmmの炭化物徹正混入｡
やや粘髄上｡巾１mmの炭化物微Ⅲ混入｡枯質土ブﾛｯｸ状に多く混入
,力１ｍｍの炭化物微睡混入。粘孜ニヒプロック状に多く混入。

目

Ｃ Ｃ,

SD1402

1nIliY褐色上（7.5YR3/4)ｊｌｍｍの炭化物徹｣１t混入｡現炎上｡
Ｉｂ褐色土(7,5YR‘1/6)ｊｌｍｍの炭化物少近況入｡
１１１抽色土(7.5YR3/3）ｊｌ～2ｍｍの炭化物少、汎人｡

Ｆライン１１Ｗに柵辿ｉｏ

２褐色土（7.5YIW‘1）巾l~5ｍｍの炭化物やや多く況入｡
３褐色土（7.5YR』1/‘I）ｊｌ~3mmの炭化物やや多くiIA入｡

2層より砿いo

･111if褐色土(7.5YR3/4)小1~１０mmの炭化物多く況入｡褐色
土ブロック状に少、混入。Ⅲライン５
１岡に根当。

５褐色土(7.5YR4/'1)めl~１０ｍｍの炭化物やや多く況入｡
褐色土ブロック状に少避混入。
Ｆライン31Wに相当。

5褐色土(7.5YR4/6)の１mmの炭化物微Ⅲ混入｡
７褐色士（75YR4/‘1）ゆl~5ｍｍの炭化物やや多く混入｡
３晴褐色土(7.5YR3/ｆl)妙1~１０ｍｍの炭化物多く混入｡
９悶色土(75YR4/6）め１mmの炭化物微賦混入｡
10棚仏土（7.5YR41/6)“~lOmInの炭化物やや多く汎入｡

９１Ｗより111Vい･

11褐色土（7.5YR4/6)巾l~2ｍｍの炭化物少肱混入｡１０ﾙｉ
より暗い。

12褐色土(7.5YR'1/6）やや砂闘土｡巾1ｍｍの炭化物少jit
混入。Ｈ１｣ＷよりIﾘlるい。

ＳＤ１４０２

Ｉａ褐色土（7.5YRiW）jlmmの炭化物撤武拠入｡現炎土‘
Ib褐色土〈7,5YR4/4)jlmmの炭化物微赴混入｡
１暗褐色土（7.5YR3/4）（６１～2ｍｍの炭化物少nt混入。Ｆラ

目 Ｂ，

37.4ｍ

６
７
８
９

、 ﾛ、 SD1402

１暗褐色土（7.5YR3/3）

２褐色土（7.5YR4/‘I)
３略褐色土（7.5YR3/‘l）

‘１褐色土(7.5YIW4）
５褐色土（7.5YIW4）

６褐色土（7.5YR‘I/4）
７褐色土（7.5YIW6）
８褐色土（7.5YIW4）
９褐色土（7.5YR4/4）

１０|聯褐色土（7.5YR3/4）
１１潤色土（7.5YR4/6）

１２潤色土（7.5YR4/6）

１３褐色土（7,5YR4/6）

''1褐色士（7,5YIW6）

１５褐色士（7.5YR4/6）

SD1402（Ｂ・Ｃライン）
１３時禍色土妬YR3/4）
１ｂ明禍仏土（7.5YR5/6）
IC褐色･上（7.5YR‘l/4）
ＩｄＩｌ州仏上（7.5YR3/4）
Ｉｅ掛色'二（7.5YR4/3）
Ｉｆ掲色土（7.5YR4/4）
Ｉｇ褐色上（7.5YR4/6)
Ill蹄禍仏土（7.5YR3/』1）
Iｉ褐色土（7.5YR4/6）
IIIn褐色土（7.5YR4/6）
ＩＩＩｂ褐色上（7.5YR4/4）
１１柵j世上（7.5YR3/4）

“~2ｍｍの炭化物少賦混入｡
巾l~2ｍｍの炭化物少､混入｡
“～5ｍｍの炭化物やや多く汎入。
褐色粒子汎入。

の'～2ｍｍの炭化物やや多く枇入。
巾l~2mmの炭化物少且混入｡
4層よりIﾘIるい。

め1mmの炭化物微吐混入｡
砂衝土｡小１mmの炭化物徹殿況入c
ゆ,~2ｍｍの炭化物少丑混入｡
伽～2ｍｍの炭化物少避混入｡
明褐色土ブロック状に多く況入。
伽~5ｍｍの炭化物やや多く汎入｡
‘l~2m､,の炭化物少世混入｡
1m褐色粒子況入。

“~2mmの炭化物少量混入｡
１１届よI)眠い。

め1ｍｍの炭化物少、混入。
12層より明るい。

ｄｌｍｍの炭化物少Ⅲ混入｡
131Ｗより1Ｗい･

巾1mmの炭化物少世混入｡
l‘1屑よりやや蹄い。

巾】mmの炭化物微批況入｡現表土｡
''１『畑造成のための盛土。

妙l】nmの炭化物少、況入｡灰色土とIﾘ1潤色上がブロック状に混入｡盛土｡
《jlmmの炭化物少１１上混入｡灰色土とIﾘ蝋色上･暗掲色上がﾏｰプﾙ状に況入｡盛土。
盛土。

巾1～3mmの炭化物少吐混入｡明褐色粒]皇混入｡
砂甜土。地山に緬似。
ｊｌ~3ｍｍの炭化物少批況入｡Ⅲ届混入｡
‘1mmの炭化物微、混入｡満移用｡
jlmmの炭化物微吐混入｡
ｊ１~3ｍｍの炭化物やや多く混入｡地111｡
(Al～2ｍｍの炭化物やや多く混入。

呂 Ｆ，

38.0ｍ

北地区個別実測図１（外環濠Ｄ）（l/80）

ゆl～１０ｍｍの炭化物徹斌混入｡
炭化物ほとんどなし｡漸移層｡
細~2ｍｍの炭化物少皿混入｡
ｲｶl~5mmの炭化物やや多く況入｡1111褐色
土ブロック状に多く混入．
巾1mmの炭化物微Ⅲ混入｡
“~１０ｍｍの炭化物多く混入｡,ﾘj褐色土
ブロック状に少吐況入･
小1mmの炭化物微皿混入｡明褐色ﾆﾋブﾛブ
ｸ状に少、混入。

ljil～3ｍｍの炭化物､明褐色土ブロック状
にやや多く拠入。

ljl~2mmの炭化物少脆混入｡Ｉﾘ,柵色土ブ
ロック状に多く混入。
巾1mmの炭化物微jIt混入｡
ｊ１～3ｍｍの炭化物、明褐色土ブロック状
に少抵混入。

'６１ｍｍの炭化物､明褐色土ブロック状に少
腿混入。

巾l～5ｍｍの炭化物多く混入。
dJ1mmの炭化物少、況入｡
巾l~5mmの炭化物やや多く混入､肌褐色
土ブロック状に少Ｒ混入。
炭化物ほとんどなし。

巾1~5ｍｍの炭化物少賦混入｡
やや砂質土｡ゆ'～2ｍｍの炭化物少吐混入｡
161Ｗより階い。

やや砂質土｡《b1mmの炭化物微吐混入｡

ｌｎ

ｌ賊脚色土（7.5YR3/4）ｊ１～2ｍｍの炭化物少､t況入。Ｆライン1刑にⅢ》'１．
２褐色土（7.5YIM/6)ｊｌ~5ｍｍの炭化物やや多い｡
３褐色土（Z5YR4/4）巾I~5ｍｍの炭化物やや多い｡明褐色土ﾛｯｸ状

に混入｡Eﾗｲﾝ5層に柵当。
‘ｌ褐色土(7.5YR4/6)巾1～3mmの炭化物少批混入｡
５褐色士（7.5YRil/6)巾l~3ｍｍの炭化物やや多く混入。
６褐色土(7.5YIM/6）巾1~５１１１ｍやや多く混入｡51Ｗより時い･
７褐色土（7.5YIW6)め1,111の炭化物少没混入｡
８褐色土（7.5YR4/6)巾１mmの炭化物少低混入｡
９褐色土（7.5YR4/4)ゆl～5mmの炭化物多く混入｡
１０褐色上（75YR4/6）小1mmの炭化物少量混入｡
11褐色土(75YR4/6)jImmの炭化物徹通混入｡
12褐色土(7.5YR4/6)jlmmの炭化物少侃況入｡１１胴より階い｡
13褐色土（7.5YR4/6)砂圃土｡（β1mmの炭化物微､:混入｡
M褐色土（7.5YR‘l/6)巾l~3ｍｍの炭化物微吐混入｡12冊より肌るい｡
15褐色土（7.5YR‘1/6)やや砂批士｡，ｊ１ｍｍの炭化物少倣況入｡
16掲色土〈7.5YR‘l/6〉やや砂賀土｡巾１mmの炭化物微lit混入｡１５肘より

苗色味あり向

Ｇ，

:ｦ9.5ｍ

目

めl～2ｍｍの炭化物やや多く況入。現表土。
妙1mmの炭化物微鉦混入ﾛ柵移雁｡
妙】～2ｍｍの炭化物少丑混入｡
ｊｌ～2ｍｍの炭化物少獄混入。１焔より略い。
ｊ１～5ｍｍの炭化物やや多く混入。
明褐色土ブロック状に多く混入。
巾1~3mmの炭化物少、混入｡l～5届の中で庇も略い｡
巾l～3ｍｍの炭化物少批況入｡
巾1mmの炭化物微睡混入｡lﾘI褐色土多く混入｡
の1ｍｍの炭化物微倣混入｡61Ｗより班い｡
の1～2ｍｍの炭化物、明細色土少赴混入。
ゆ1～2ｍｍの炭化物少赴混入｡明褐色土多く混入｡
ｄ１～5mmの炭化物多く混入｡通も暗い層｡
Hライン１１府に相当。

jImmの炭化物微武混入｡
ゆ１mmの股化物微丑況入｡
‘1mmの炭化物微丑混入｡地111土ブロック状に拠入｡
jlmn1の炭化物微批混入｡
,djl～3mmの炭化物少赴況入｡褐色土混入｡

巾1mmの炭化物微価混入｡M冊より呪るい｡
砂岡土｡巾l～10mmの炭化物微逓混入｡
砂間土｡j1mmの炭化物微旺混入｡

（ｌ：８０）４ｍ

１，

,１２０ｍ

の１ｍｍの炭化物微jIt拠入。
現災土。
巾１mmの炭化物少批混入｡
の1ｍｍの炭化物少脳汎入｡
d1mmの炭化物微最混入｡
巾１ｍｍの炭化物微批混入｡
巾1mmの炭化物徹殴混入｡
‘1mmの炭化物少、混入｡
【･Iライン2ｌＷに柵当。

巾１mmの炭化物徹倣混入｡
ｨﾙ1~3mmの炭化物やや多
く混入。明褐色土ブロック
状に少戯混入。

巾I~3mmの炭化物やや多
く混入。

巾l~3mmの炭化物､明褐
色土ブロック状に少j､混入。

ｊｌｍｍの災化物少批混入｡
!〔jl~3ｍｍの炭化物やや多
い。８層より切るい。

炭化物ほとんどなし。
j1mmの炭化物微斌混入｡
地山土ブロック状に混入。

ｊｌ～3ｍｍの炭化物徹賦混入｡
府赤褐色土ブロック状に少丑況入ｃ
炭化物ほとんどなし｡
小1ｍｍの炭化物微赴況入。

ＳＤ１４０２

１ａｌＴｉ湘色土（7.5YR3/3）

IblWY褐色土（7.5YR3/4）

IIa椛1W禍色上〈7.5YR2/3）
Ⅱｂ禍色土（75YR4/4）
１肌禍色土（75YR3/2）
２肌褐色土（浦YR3/2）
３褐色土（7.5YR4/4）

４禍仏土（7.5YR3/3）
５１１if禍世'二（7.5YR3/4）

６測色土（7.5YR4/4）

７蹄間色土（7.5YR3/tl）

８褐色士（7.5YR4/4）
９褐色上〈7.5YIW4）

１０赤褐色土（5YR4/6）
１１赤褐色土（5YIW6）

１２陥禍色土（75YR3/4）

１３肝赤悶色土〈5YR3/6）
１４褐色上（7.5YR4/6）

ＳＤ１４０２

ＩｎＩＩＩＹ褐色土(7.5YR3/4）
Ｉｂ褐色土（7.5YR4/6）
l褐色土（75YR‘1/4)
２褐色土〈75YR4/4）
３褐色土（7,5YR4/4）

４褐色土（7.5YR4/4）
５褐色土（7.5YR‘Ｍ１）
６褐色上（7.5YR4/6）
７褐色土（7.5YR4/6）
８暗褐色土（7.5YR3/4）
９褐色土（7.5Ｙ１Ｗ６）
１０暗褐色土（75YR3/4）

１１褐色土(75YR4/4）
１２暗褐色土（7.5YR3/4）
１３褐色土（705YR4/4）
１４褐色土（7.5YR4/6）
１５悩色土（7.5YIW4）

１６褐色土〈7.5YR4/6）
１７褐色土（7.5YR4/4）
１８褐色土（7.5YR41/6）

０
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SDO3S10

１黒褐色士（】OYR3/I）

２味褐色土（7.5YR3/4）
３暗褐色土（7.5YR3/3）
１暗褐色士（7.5YR3/‘i）

３暗褐色土（7塁5YR3/4）
６階褐色土（7.5YR3/3）
７暗褐色土（7.5YR3/3）
８暗褐色土（7.5YR3/3）

９褐色土（7.5YR4/4）

10褐色土（7.5YR4/4)

第１３次調査図版１７

Ｂｌ

Ｉｈ‘182ｍ

巾l~2ｍｍの炭化物微11t混入｡
６１~2ｍｍの炭化物微Ⅲ混入｡
ｊ２~5mmの炭化物少ft拠入｡
ｊ２~3,1mの炭化物少斌混入｡
ｄ２~4ｍｍの炭化物少吐況入｡蔵褐色粒.f況入‘
ｊ２~3mmの炭化物少､況入｡黄褐色粒子#&入｡
ｊ２～3ｍｍの炭化物少jlt混入｡抗褐色粒子･１Ｍ
色粒子況入。
やや砂賀士。
砂質土･茂榔色土ﾛｯｸ状に混入｡JIM色粒子
混入。

３０１７，ｍ

現災上。
炭化物少賦混入ｃ
股化物少脆混入‘

dJ5mmの炭化物少ft混入｡現表土ｮ
ｊ２ｍｍの炭化物少世混入.
苗褐色土ブロック状に混入。

ｊ５ｍｍの炭化物少風混入｡
中5mmの炭化物少丑混入｡
巾l~2mmの炭化物ごく少危混入｡
炭化物はほとんどなし。
炭化物はほとんどなし。

,jl~2ｍｍの炭化物ごく少獄混入｡
提化物はほとんどなし。

Ｉａ略潤色土（lOYR3/3）

【ｂ極砿褐色土（75YR2/3）

【ｃ黒掲色土〈lOYR2/3）
[ｄ隅褐色土（l0YR2/3）

【ｅ極蹄褐色･と（7.5YR2/3）
Ⅱ略褐色土（7,5YR3,'4）

【ｇ暗褐色土（7.5YR3/4）
Ⅱ、極砺禍色土（7.5YR2/3）
111砿褐色土（7.5YR3,4）

ＳＤＯ３Ｓ１０

１班褐色土〈7.5YR3/‘】）
２疏掲色土（7.5YR3/4）

３間色士（7.5YR4‘'3）

SＫ１３０５

１賊褐色土（lOYR3/-1）
２時褐色土（7.5YR3/‘l）

３褐色土（7.5YR.i/4）

４褐色士（7.5YR41/4）

の2～5mmの炭化物少吐泌入｡
心2～5ｍｍの炭化物少峨混入｡
環濠Ⅷ土31W混入。

の2ｍｍの炭化物少、混入｡原
液硬土3噸混入弓

枯貢上｡の1mmの炭化物ごく
徴、混入。

の2~5ｍｍの炭化物少股混入｡
枯質土｡の1ｍｍの炭化物ごく
微励混入。

“～2mmの炭化物少倣混入尋
小2ｍｍの炭化物少斌混入｡
粘質土ｃｊｌｍｍの炭化物ごく蔵歴
混入．

SDO3S10

２暗褐色土(7.5YR3/4）
３褐色士（7.5ＹＲ心'4）

Ｃ
醒

【９

IｃｌＩｂ

【ａ蹄褐色土（7.5YR3ﾉ4】

Ｉｂ暗褐色士（7.5YR3.3】
IC暗褐色土（7.5YR3/4）
1．暗褐色土（75YR3/3）

IIE１暗褐色土（7.5YR3ﾉ4】
IIb汎褐色土（lOYRZ'2）

士坑
１暗褐色土(7.5YR3,"4）
２略褐色土（7.5YR3/3）

SDO3S10

1黒渦色土（7.5YR22）
２暗褐色土（75YR3,‘’1）
３暗褐色土（7.5YR3/4）

４陪捲色土（Z5YR3,瞳3）
５褐色士（7.5YR4/4】

炭化物混入ご公団造成土（黄褐色土）

混入。現表土。
畑造成の段切。
炭化物少且混入。
地山上ブロック状に混入。畑造成の

段切。

ＩＣ冠より明るい。

炭化物少赴混入匡

土坑梗土。
土坑瞭土し

炭化物少匿混入。

炭化物少孟混入。

炭化物少歴混入ごめ3～‘ｉｍｍの炭化物
混入ｃ
炭化物やや多く混入。

ａＯ

17-1ｍ

Ｅ，

､1噸、

酬 信ロ

:●

4ｍ

Ｃ，

j8.0ｍ

北地区個別実測図５（外環濠Ｃ）（1/80）

Ａ Ａ’ Ｒ

Ia褐色土(7.5YR4/‘l)ｄ３ｍｍの炭化物少批拠人｡現表土｡
Ib褐色土(7.5YR4/‘1)ｊ２~4ｍｍの炭化物少逓混入｡
IC暗褐色土(75YR3ﾉ41)ｊ２～4ｍｍの炭化物徹殿混入｡
Ⅱａ暗褐色土（7.5YR3/』1）
IIb畷褐色土(7.5YR3/4)ｊ２ｍｍの炭化物微扱泌人｡
ｍ褐色士（7.5YR』1/6）
IVa潤色土（7.5YR4/6）

IVb褐色土(7.5YIM/‘I)粘翫上｡巾2ｍｍの炭化物ごく徴倣況入｡
IVC褐色士（7.5YIW6）砂貧土。肌色位子ブロック状に混入。

IVd褐色土(7.5YR4/6）砂賀士｡６３ｍｍの炭化物ごく微ﾅit混入｡肌色粒子プﾛｯｸ状にi12入｡
IVe細色土（7.5YR4/6）砂蘭土。叫色粒子ブロック状に多く混入。

ＳＤＯ３Ｓ１０

１極暗褐色上（7.5YR2/3）ゆ3ｍｍの炭化物ごく微賦混入｡
２黒褐色土(7.5YR2/2)の3mmの炭化物ごく戯巌拠入｡
３暗褐色土(7.5YR3／‘I)ゆ2~3mmの炭化物微批況入｡
‘1暗褐色土(75YR3/‘l)“～１０ｍｍの炭化物少賦混入｡ﾛｰﾑプﾛﾂｸ況入.
５照褐色土(7.5YR2/2)ｊ２~5ｍｍの炭化物少批混入｡ﾛｰﾑプﾛﾂｸ混入｡
6褐色土（7.5YR‘1/4）“~１０mmの炭化物少砥況入｡ﾛｰﾑブﾛﾂｸ拠入｡
７褐色土（7ｓＹＲ４/41）ｊ10mmの炭化物少戯混入｡ﾛｰﾑブﾛﾂｸ混入｡
８褐色土(7.5YRﾙ･Ｉ）巾2~5ｍｍの炭化物微jIt混入｡7脳より少迂のﾛｰﾑプﾛﾂｸ混入｡
９略褐色土（7.5YR3/4）やや砂賀士｡，６２～5,1mの炭化物少斌況入｡肌色粒-伽と入｡
10褐色土(75ＹＲ｡i/･I）やや砂寅土｡の3-5ｍｍの炭化物少武況入◇
11褐色土(7.5YIW4）やや砂質土c‘2mmの炭化物ごく徴Ⅲ混入
12時褐色土（7.5YR3/4)やや砂質土｡の2～3mmの炭化物微低混入｡
13暗褐色土(7.5YR3/･1)やや砂寅土｡ゆ2ｍｍの炭化物微吐況入｡胤色泣子9ﾉWより多く混入
１４暗褐色土（75YR3/3）やや砂賀士。の2ｍｍの炭化物厳吐混入。Ａ区では辿物多く混入。
１５暗褐色土(75YR3/4）やや砂質土｡め2mmの炭化物微丑混入｡測色粒子況入｡八区では遮物混入唇
１６褐色土(75YR1l/‘f)砂間土｡ｊ２ｍｍの炭化物置吐混入｡胤色粒子混入｡
１７褐色土(75YR41/ｲ）15.16届より砂質弱い｡の2ｍｍの炭化物徹畑と入｡
１８明褐色土（7.5YR5/8）砂衝土。黒色粒子混入．

同

IKl褐色上（7.5YR4/‘1）

Iｂにぶい斑褐色上（lOYR』l/3〉
１１暗褐色土（l0YR3/3）
１１１褐色上（7.5ＹＲ,1/6）

凶

０

画寡

団回

け
一
闇

／〃

(ｌ：８０）

〃

画硫
▲】２
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ＳＤ１０１１

１１１１f褐色土（7.5YR3/'1）
２無褐色土（7.5YR2/2）
３肌色上（7.5YR1.7/I）
４黒褐色土（lOYR3/4）
５褐色土（7.5YR4/4）
６褐色土（7.5YR4刈）
７褐色土（7.5YR4/‘1)
８褐色土（7.5YIW4〉
９褐色土（7,5YR4/4）
１０褐色土（7‘5YRW）
１１褐色士（7.5YIW4）
１２肌赤褐色土（5YR5/6）
１３褐色土（7.5YR4/4）
１４明褐色士（7.5YR5/8）

北地区個別実測図６（内環濠Ｂ）（1/８０．１/200）

(断而図)！

(平面図)！

Ｉａ灰黄褐色－１二（l0YR4/2）

Ibflf褐色土（lOYR5/8）
IC鼎褐色上（7n5YR3/2）
Id褐色土（75YR4/‘1）
Ｉｅ褐色土（7.5YR4/3）
Ｉｆ褐色土（7.5YR‘1/‘1）

IgIIff櫛色土（7.5YR3/3）
Ｉｈ褐色土（7.5YR4/3）
恥暗褐色土（10YR3/4）
Ⅱb極肝潤色土（7.5YR2/3）
Ⅱｃ暗褐色上（IOYR3/d）
Ⅱ(Ｉ味褐色士（IOYR3/‘1）

現炎上。

公1N逓成士。
現災土。

巾1,M】'の炭化物ごく微批混入｡
小1mmの炭化物ごく微Ⅲ混入｡
巾1mmの炭化物ごく微吐混入｡
此色粒子わずかに汎入。

i力l~2ｍｍの炭化物ごく微ji眺入｡
巾1mmの炭化物ごく微jIt混入

巾l～3ｍｍの炭化物やや多v,、
巾1mmの炭化物少批況入｡、
(ｊｌｍｍの炭化物少批況入｡
小１ｍｍの炭化物少世混入。

■
■

SＤ101.1

１黒色土（7.5YR1.7/1）
２照褐色土（lOYR3/4）

３褐色土(7.5YR,I/‘i）
４褐色土（7.5YR4l/4）
葡禍色土（7.5YR4i/‘1）
６褐色土（7.5YRｲﾉ4）
７褐色土（7.5YR41/4）

８褐色上（7.5YR4/4）

９明褐色土（7.5YR5/6）

１０褐色土（7.5YR4/6）
１１褐色土（7.5YR4/4）
１２褐色土（7.5YR4八1）

】３褐色土（7.5Y剛/‘l）

１４褐色土(7.5YR1/6）

の１mmの炭化物微倣拠入｡
巾１ｍｍの炭化物微倣混入｡
妙】mｍの炭化物ごく徹批混入｡地山土混入｡
ゆ１mmの炭化物ごく倣皿捉入｡地山土･茂色粒子混入｡
ゆ1ｍｍの炭化物微批拠入｡黄色粒子混入｡
(ﾙ１mmの炭化物微倣混入｡巾5~１０ｍｍの白色粒子混入｡
〔ﾙ1mmの炭化物徹吐混入｡巾5,,ｍの白色粒子混入｡6届
よ')やや明るい。

A区は枯面土､B区はやや砂賀土｡jlmmの炭化物ごく微
凪混入。批色粒子・迫物混入。

砂闘土。

A区は帖闘土､B区は砂闘土｡巾1mmの炭化物微吐混入｡
ｲｶ1mmの炭化物微厳況入｡白色粒子5~１０mm混入｡6屑
よりやや'１冊い･

やや粘蘭l:｡小2~5【】１mの炭化物微批混入｡赤褐色枯磁土
少ｊＩＷｆ入．j､物況入。
ＡＩＸは帖椛1二、Ｈ区は砂衝士．ｔif白色粘硬士少iit混入。

●
■ Ｂ､

知-7ｍ

lＣ

|呂 ヨ

91

Ｃ Ｃ１

巾】~3mmの炭化物少弛捉入｡下部にj2cmの炭化物捉入｡
炭化物ほとんどなし｡
①1mmの炭化物ごく微吐混入｡
巾1mmの炭化物微戯混入｡
巾1ｍｍの炭化物微逓混入｡
巾2～5ｍｍの炭化物多く混入｡
砂髄土｡褐色土と赤褐色土がﾏｰブﾙ状に混入｡
巾l~5ｍｍの炭化物多く混入｡黄色粒子混入｡逝物況入｡
ｊｌＩｎｍの炭化物微丑混入｡黄色粒子混入｡
A区は粘蘭土､Ｂ区はやや砂釘土｡巾1ｍｍの炭化物ごく慨､混入｡ｊ池粒ｆ,jlu物況入｡
粘磁土｡ｉ力1mmの炭化物ごく微皿拠入｡
A区は粘批土､Ｂ区は砂質土｡ゆ1～5ｍｍの炭化物少価混入｡
砂硬士。炭化物ほとんどなし。

A区は粘賀土､B区は砂碗土｡巾1ｍｍの炭化物微低泥入｡赤褐色粘髄土汎入｡
やや砂礎土｡心１ｍｍの炭化物ごく微赴混入｡
やや粘硬土｡巾2～5ｍｍの炭化物徴腫混入｡赤掲色粘爾土少厳混入｡巡物混入｡131Ｗより附い
A区は粘質土､B区は砂質士｡黄白色粘質土少、混入｡炭化物はほとんどなし｡
砂哲士。炭化物ほとんどなし。

(１：８０）

ｲｶ1,1ｍの炭化物少ji眺入｡就色粒子混入｡
ｲｸ1~3mmの炭化物少批況入｡
妙1mmの炭化物微批批入｡
巾1ｍｍの炭化物微Ⅲ汎入｡
巾1mmの炭化物ごく微吐混入｡地Ill土･菰色粒子混入｡
巾1mmの炭化物微吐混入｡巾5~１０ｍｍの白色粒子混入c
ｲｶ1ｍｍの炭化物少､混入｡地!h土混入｡
,１Ｍ～3ｍｍの炭化物やや多く混入｡
砂間土。

巾1mmの炭化物ごく微滋況入｡地山土・茂色粒子混入q
砂礎土｡巾1ｍｍの炭化物ごく微吐混入｡
巾1~3ｍｍの炭化物少鮭混入｡白色粒子混入｡

砂磁土。肌色粒子混入。

５１８ｍ

目

ａ，

51.5ｍ

議雲雲

I、肌fM色上（10YR2/2）

山肌禍色土（lOYR2/2）

ＳＤ１０１１

１ｎノM色士（7,5YR1.7/l）

ｌｂＨＭＬ上（lOYR1､7/l）
ｌｃ肌色上（10YR1.7/l）
２肌柵色.'二（lOYR2/3）
3肌褐色土（7.5YR2/2)
ｊｋｌノM褐色上〈lOYR3/4）
4ｂ州Ⅷ世上〈l0YR〃3）
ｲ1ｃ時出色上（7.5YR3/4）
５赤禍仏土（5YR』l/6）
６１１１V濁世上（7.5YR3/4）
７糊仏土(7.5ＹＲｊＩ/４１）
８禍色土(7.5YIW4）
９褐色上（7,5YIW6〉

１０禍仏土〈7.5YIW6）
１１測色ﾆヒ（7.5YR4/6）
12渦仏土（75YR4/4）
13潤色土(7.5YIW4）
M潤色土（7.5YR4/‘1）
１５渦色上（7.5YR4/6）
１６細仏士（7.5ＹＲｊＩ/6）

ＳＤ１０１１

１階褐色土（7.5YR3/4）
２褐色士（7.5YIWjl）

３褐色士（75YR4/4）

巾I~5,1ｍの炭化物やや多く混入｡苗色粒子捉入t
巾I~5ｍｍの炭化物やや多く混入｡
IL111土混入。

の2～5ｍｍの炭化物少jjl拠入｡逝物716人c
巾2～5ｍｍの炭化物少丑混入。近物混入Ｃ

巾１mmの炭化物微Ⅲ混入｡
の】～3ｍｍの炭化物微最混入。
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北地区個別実測図７（内環濠Ａ・竪穴住居）（1/60）

｡

■

L了０１

１［』」
由

■

。

蝿｜㈱
６１

‘／

６１

1/１
イ/ ｕ』

。ば。ば。ば

ＱＦ;誌 I、棚褐色土（7.5YR3/2）

IblKt褐色土（lOYR5/8）

IC暗褐色土(7.5YR3/3）
1.ノ､１１褐色土（lOYR2/3)
IIa暗褐色土（75YR3/､i）
1ｌｂ砿褐色土（10YR3/‘1）
111時褐色土（75YR3/4）

SI1307周清
Ｉ暗潤色土（75YR3/3）

２時褐色士（7.5YR3/4）
３蹄潤色土（7.5YR3/4）
』Ｉ褐伍-ｔ【7.5YR4/4）

ｊ２ｍｍの炭化物少Ⅲ況入｡現表土g
公園造成土。

の1～3mmの炭化物微睡混入･
炭化物混入。週物混入ｏ

ｄｌｍｍの炭化物ごく微､混入.

ｊ１ｍｍの炭化物ごく微吐拠入。

Ｕ
〕

■ 夢

SI1308

鍛三へ１３６
186

日
!“、二●

■

Ｉ。】［

-1129

,四J／,↓／

CjI 鉱｡嗣&

●■

/し

'ﾛ梱

◎
Fll

ｄ１～4mmの炭化物少且促入｡逓物拠入｡
ｄ１~2mmの炭化物少吐拠入｡脚色粒子･適物混入
ゆl~5ｍｍの炭化物やや多く混入c茜色粒子混入｡
ゆ1mmの炭化物少批況入｡出色帖闘土と褐色土が
マーブル状に混入

dI1～3ｍｍの炭化物少fit汎入。

６潤色土（75YR4/4）

７褐色士（頑YR1/6）
８褐色土（病YR4/tl）
９略赤褐色士（5YR3/6）

／
巳

‘／

Ａ

色

Ｄ一トー
画

Sll307壁溝
５種暗湛色土（75YR2/3〉

SDO3S16

】徹暗褐色土（7.5YR2/3）
２１１冊褐色士（7.5YR3/3）
３ⅡⅣ褐色土（7.5YR3ﾊル

４，W褐色士（75YR3/‘1）

５町柵色士（75YR3/3）

恥私
へ

■
■

の2mmの炭化物微皿拠入｡辿物批入｡
巾2～‘1ｍｍの炭化物少吐況人｡戯褐色粒子混入G
“~4ｍｍの炭化物少批捉入｡茂褐色粒子泥入c
Xm物混入。

巾2~4mmの炭化物少価混入｡簡褐色粒子混入喝
1m物混入。
ｊ２～5ｍｍの炭化物少IiWL入銅廿褐色粒子混入噂

○○

同 ｂ’

50.7,1

ｩ’

遺物混入

ａ･

和.7rT1

砧買上。

枯質士．茶隅色土と暗赤測色土がマーブル状に混入＆

Ａ’

５２５ｍ

ａ

3ｍ

、、

Ｈ (ｌ：６０）

別

“～3mmの炭化物徴ijt拠入｡遮物拠人｡
の2ｍｍの炭化物少戯混入。黄色土ブロック状に混入。

ゆ2ｍｍの炭化物少鉦混入｡茂色土が2脳より多くﾛｯｸ状に混入｡
６２ｍｍの炭化物少jIt混入｡蛍色土ブロック状に混入｡遮物混入｡
⑦2ｍｍの炭化物少厭況入｡Kii色土プﾛｯｸ状に混入｡遺物混入｡
ゆ2~5ｍｍの炭化物少激況入｡5層より少ないが黄色土ブロック状に混入｡巡物混入
d2~3mmの炭化物微戯況入｡胸色土ﾛｯｸ状わずかに混入｡
ｊ２~31,mの炭化物微、混入｡黄色粒子･週物混入.
62～3ｍｍの炭化物微吐況入.茂色上混入｡
の1ｍｍの炭化物徹扱批入。批世_1.上蹄潤色土がほぼ同削合。

６１ｍｍの炭化物撒撤混入｡肝褐色土ブロック状に混入｡
ｊ１ｍｍの炭化物綾柾混入。Ｈ冊褐色土ブロック状に混入。

ＳＤＯ３Ｓ１６

１暗褐色土（10YR3側）
２暗褐色士（10YR3/4）

３暗褐色士（lOYR3/‘1）
４暗褐色土（lOYR3/3）

５暗褐色土（75YR3鋤）
６褐色士（75YR4/3）

７暗褐色土（7L5YR3/4）
８暗掲色土（7.5YR3/4）
９暗褐色土（75YR3/4）
１０昭褐色土（l0YR3/3）

１１暗褐色士（lOYR3/4）
１２褐色士（10YR4/4）



巾I~１０mmの炭化物多く混入｡菰色粘土ﾛｯｸ状に批人｡
“~１０ｍｍの炭化物やや多く混入｡黄色粘土プﾛｯｸ状に
混入。

ｊＩｍｍの炭化物少既混入。地山上況入。

北地区個別実測図８
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52.5ｍ

蕊 誌

Ｆ

■
■

S１．１３０７周溝
１晴褐色土（7.5YR3/4）

２階禍色-上（7.5YR3/4）
３略褐色土（7.5YR3/4）

４暗褐色土（7.5YR3/4）
５褐色士（7.5YIW4）

巾1～4mmの炭化物少fjt拠入｡
沈色粒子・辿物混入。

巾１mmの炭化物微祉混入｡
巾１mmの炭化物微nt混入｡
沈也粒子況入｡
巾l~5ｍｍの炭化物やや多く況入c
jlOmmの炭化物少批混入｡
iMf色fIli衝土・jIM物況入。

ＳＩ１３０７

１極硝褐色土（7.5YR2/3）
２褐色土（7.5YR4/4）
３測色上（7.5YR4/4）
４褐色土(705YIW4）
５種暗褐色土（7.5YR2/3）
６禍色土（7.5YR4I/4）

Ｓｌｌ３０８

１禍色土（7.5ＹＲ‘I/3）

Ib枇褐色土（10YR5/8)
[ｃ暗褐色土（75YR3/3）
【。Ⅲ褐色土（75YR3/2）
IIa暗褐色土（7.5YR3/4）
111褐色土（7.5YR4/‘1）

S11307周満
ｌ珊褐色土（75YR3/3）
２崎褐色土（75YR3/3）
３略褐色土〈75YR3/3）
’１蹄褐色土（7.5YR3/3）
５褐色士（75YR4/4）

公園造成土。

の1~3ｍｍの炭化物微批況入｡
ゆ2ｍｍの炭化物少通混入｡
６，ｍｍの炭化物ごく微吐混入。

ゆ2ｍｍの炭化物少皿混入｡遺物汎入｡

貼床？

,力2~4mmの炭化物やや多く混入｡週物混入c
巾1~3mmの炭化物少ft混入｡
炭化物ほとんどなし。周堤。

巾1ｍｍの炭化物徹砥況入｡
“ｍmの炭化物少吐混入｡巡物混入｡l咽よりやや蹄い｡
ｊｌ~5ｍｍの炭化物やや多く況入｡醐色粒子・過物混入｡2屑よりやや暗い｡
の1～5mmの炭化物やや多く況入｡戯色粒子混入｡
茄色粘質土混入。

め1～2ｍｍの炭化物少批捉入〔

Ｃ・●

3ｍ

51,8ｍ

八
Ｕ
卜

Sl1307Pit5

１階褐色土（7.5YR3/３

２１Ｗ褐色上（75YR3/３
３禍色上（7,5YR4/4）
４褐色土（7.5YR4/‘1）

2ｍ

'

"〃〃ZＩ
d’【

■

蕊蕊蕊墓蕊雲蕊蕊蕊蕊蕊雲蕊

妻燕雲

(F-F!～I-Il）

（その他）

Ｅ

51.1ｍ

目

０

公団逝成士。

巾1～3ｍｍの炭化物微jit混入｡
炭化物混入。辿物況入。

め】~5ｍｍの炭化物少賦況入｡過物況入｡
〔＃l~2mmの炭化物少､捉入｡辿物況入｡

jlmmの炭化物ごく微jit混入｡
の１ｍｍの炭化物少倣況入｡ｉ〃)吐'二｡
巾1～3mmの災化物やや多く拠入｡柵Ⅷ土｡

伽～3mmの炭化物やや多く泥人｡
小１mmの炭化物少皿混入｡地山上ブロック状に少批捉入｡周堤C
jlmmの炭化物ごく微批拠入｡周堤｡

“~2ｍｍの炭化物､地llI土ﾛｯｸ状に少飛混入｡
ゆ１ｍｍの炭化物ごく徹批況入｡I1j色枯磁土マープル状に混入｡
巾1～3ｍｍの炭化物少Ⅲ混入｡ｒｌ色枯倒土マープル状に混入｡
21Ｗよりやや暗い。

“~5ｍｍの炭化物やや多く況入｡
のI~2ｍｍの炭化物､地山上ﾛｯｸ状に多く混入｡
の1ｍｍの炭化物少倣混入｡地山土況入｡
枯質土｡,jlmmの炭化物少批拠入｡
枯面土｡jlmmの炭化物ごく微祉混入｡貼床土｡

Sl1307Pit2

１潤色土（75YRil/０１）
２悩色土（7.5YR4/3）

３褐色士（7.5ＹＲ‘1/6）

(竪穴住居）（l/４０．１/60）

(１：６０）

Ｈ

細m､の炭化物少岬&入｡地山土粒子状にやや多く混入
伽~2mmの炭化物少fit混入｡
炭化物ほとんどなし。
炭化物ほとんどなし。地111に1屑が混入。

Ｆ’

制－０ｍ
51.1ｍＭＵＩ

(ｌ：４０）

_』L一

Ｉｂ菰褐色土（lOYR5/8）
IC靖褐色土（7.5YR3/3）
1．隅褐色土（lOYR2/3）
1Ｇ時褐色土（7.5YR3/4）

11,恥褐色土（10YR3/2）
IIb時褐色土（lOYR3/4）
IIIIl肝褐色士（7.5YR3/4）
ｌ略褐色上（lOYR3/4）
２吋禍色土（7.5YR3/1f）

S11307周満
ｌ暗褐色土（7.5YR3/3）
２褐色土（7.5YR4/4）
３褐色土(7.5YR4/4）

S'1３０８

１１府測色土（7.5YR3/3）
２禍色土（7.5YR4/3）
３褐色土（浦YR4/3）

４潤色土（75YR4/4）
５暗褐色土（7.5YR3/４１）
6蹄褐色土(7.5YR3/‘I)
７褐色土(7.5ＹＲｉ/4）
８褐色士（7.5ＹＩＷ６）

１，

計2,5ｍ

Ｓｌ１３０７Ｐｉｔ６

１褐色土（7.5YR4/‘1）
２褐色士（7.5YR4/』i）

Ｅ ＧＩ

50.9ｍ

のl～5ｍｍの炭化物多く批入。批色粘土粒子状に少吐混入。

,の1ｍｍの炭化物少jiI況入｡
,,ｳl～3ｍｍの炭化物やや多く混入。ｌ胴よりやや明るい噂

S11307Pit4

１蹄褐色土〈7.5YR3/4〉
２暗褐色土〈雨YR3/4）
３略禍色土（75YR3/3）
４時禍色土（75YR3/4）
５褐色土（妬YR4/4）

。l～5ｍｍの炭化物多く批入。ＩｌＴ色粘上ブロック状にやや多く混入。
の1～5ｍｍの炭化物、黄色粘上ブロック状に多く混入。
巾1～１０ｍｍの炭化物やや多く況入｡脚色粘土ブロック状に少Ⅲ混入
やや粘質士｡巾1ｍｍの災化物少脆拠入｡
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［ 帥 一 幸 摩 信 ・ 岸 （ 『 ・ い ぺ 冨 患 ）

写 雲 志 信 院 （ 己 電 罰 、 ぶ ）

一 向 一 仙 洪 寺 一 等 車 憶 什 （ い 閏 冒 星 ）

［ 邑 窒 謹 信 時 （ 副 『 富 国 ）

［ 危 覇 産 暦 汁 （ ご 『 詞 ご 巴

電 呈 産 僑 仔 （ ろ く 冨 堂 ）

言 号 奉 信 』 い （ 剖 ・ 望 冨 画 ）

【 一 一 畢 謹 信 戸 （ 『 ● 郵 竜 『 富 ＆ ）

［ ［ 奏 尋 志 信 院 （ 割 く 胃 室 ）

昌 呈 塞 信 片 （ 『 ， 、 『 冨 亙 ）
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第１４次調査図版２３

ｌｊ１~･1ｍｍの炭化物少風混入｡
巾l~4ｍｍの炭化物少賦混入｡
巾l~4mmの炭化物少撤混入｡
ljlmmの炭化物微吐混入｡
の1ｍｍの炭化物徴赴混入｡
の１ｍｍの炭化物微皿混入｡
肢も明るい。白色粒子混入｡
炭化物ほとんどなし｡焼土ブ
ロック状に混入。

北地区個別実測図１１（竪穴住居）（l/１０．１/４０．１/60）
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SIO3S21（SI1401）土坑
１暗褐色土（lOYR3/3）巾I～5mmの炭化物混入｡
２黒褐色土（l0YR3/2)①5ｍｍの炭化物多く況入c
３暗褐色土（lOYR3/･Ｉ)“～3mmの炭化物混入｡
４暗褐色土(l0YR3/4）地111土混入｡
５褐色士(IOYR4/4)地山との漸移層｡
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ｓ ２ Ｓ

SIO3S21（SI1401）焼土
１暗赤色土（lOR3/6）焼土。
２褐色土（7.5YIW｡i）
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Sl03S21（S'1401）炉跡
ｌ極暗褐色土（7.5YR2/3）炭化物多く混入。

焼土粒含む。
２暗褐色土（7.5YR3/4）
３晴赤色土（10R3/6）焼土。
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SIO3S21（SI1401）
ｌ褐色土（7.5YR4/4）
２褐色土（7.5YR4側）
３暗褐色･Ｉ：（75YR3/4）

.I禍色'二(7.5YR4/‘l）
5褐色上(75YR4/4）
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現表土。

j5mnlの炭化物微遼混入｡

僕化物微IiHjf入。
巾5mmの炭化物徹量混入｡土坑腿土
炭化物ごく微、混入ｇ土坑職上。
炭化物ごく微iit混入。土坑脳上。

巾2～3111mの炭化物ごく微j剛&人｡
炭化物ほとんどなし。
災化物ほとんどなし。

図版２４第１３次調査
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１町褐色土（7.5YR3/3）

２暗褐色士（7.5YR3/‘1)
３褐色土（溺YR1/4】
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【&１暗褐色上（7.5YR3/4）

Ｉｂ耐褐色土（7.5YR3/4）
Ⅱ贈褐色土（lOYR3/』1）
【Ⅱ褐色上（75YR‘l/･1）
１暗褐色土（75YR3,‘4）

２暗褐色土（75YR3/‘1）
３種時褐色土（7.5YR2/3）
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１極暗禍仏土（7.5YR2/3）
２鼎褐色上（7.5YR2/2）
３瓢褐色士（7.5YR2/2）

北地区個別実測図１２（方形周溝墓）（1/40）
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巾l~2ｍｍの炭化物ごく少泳混入｡
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６２～3mmの炭化物ごく少量混入｡21Ｗよりやや暗い‘

ＤＩ

､１２_ど1ｍ

|ロ

Ｌ

昌

Ｚ
〆

ａ・

,126ｍ

【
働

"〃

園



○

第
１

４
次

調
査

図
版

２
５

・く窒尋雪．座 一一ヨ一・ぺ却一這急写

二一基Ｓ言冒園‐Ｉ急（ご星患・季）“一ヨ室巨『』

・ぺ署、一‐

一一三「・ぺ碧雪急淳

学室ｅ三三鴫、Ｉ［ｅ（ご望患・ト）耐一己翠葦桑

ぺ碧三

至拝二一望ｅ《一三一一ｓ（ご星ン唾．トー当ヨ室室醜

・堂雲ぺ皇室

謹写二墓ＳＥＥ『『》（ご冨患・ト）川一ヨ室室一

のＦ寸呑】の

詞

Ｅ員寧討

廿ＩＩＩＩＩ

”①

寓言色・客酎

ｆＩｌｌｌｌ

－ｐ

詐

北
東
地
区
個
別
実
測
図
１
（
竪
穴
住
居
）
（
1
/
４
０
．
１
/
６
０
．
１
/
8
0
）

（・口，口）

Ｓ
Ｉ
１
４
０
９

。Ｊ弾幻ｆ判瑞云茎｝当

（ご雲。Ｓ『）判ご室竃岸患、叩一罰

・ぺ哩言一退鼻掌窒Ｓ三三尋

（一、、『置詳層）計ヨ翠崖一

画一寸一口の

垂

（ミー雲ン三）抑一ヨ室唾

（建顛】《さ『）銀一劃寒き一一雪

（ご一産』三）叩『ヨ翠毎

（ご昌衿唖●ト）Ｍ－．ヨ翠罰

（ご一》》房哩ト）ｗ一・劃軍一

ト。寸二の

や
●

｛揖這哩罰

Ｆｌｌｌｌｌ

－ｐ

_〉

↑唖

入

Ｕ

.○

ｓ冒己ｓ海表善感

津誌ン。

ｓ一三ョｓ淳一宝》寒

津屋〆。崖善戦津両

霊浄。一達片一）呈官毎

号】ヨョｓ淳吉蓉慰

津誌〆。崖菩蟻津一小

諸〆。一達片一）昂〈今

鐘至時ご皇酔客。

淳一伝言諏代守備録Ｆ

ｓ一三ョｓ濠吉言葎

岸詩ン崖善戦再行

蔑〆。

■
主
4
１

出
J

一
里

Ｈ
Ｎ
ｑ

ペ
Ｐ

E
己

､
●
'

識§Iiﾐ、ﾐＩ
ﾐ､、

○ｓ，
Ｏ

ｌＵ１

:ここ１０

ワ

・ぺざ言一謹尋型｝茎ｅ三三三』

・ぺ翼三逼忌言一望Ｓ言三二」

ｕく鳶叩一等毎詳口稲Ｍ－「一一雪・く麗菖謹淳響一選ｅ目【】［冬

割く室判一一一雪・ぺ君軍令鐸型｝茎ｅ一目一号

瞳ぺ富〉熟砕砕雲。｝雲ｅ二目唾’二

口
苑

f寿
○

●

3
1

6
０

J

Ｊ

'

－
．
－
－
〃
１

貝
河

ｌ
ｌ

Ｑ

O
Ｔ

学窒彦信一い（一ｓ．】高へ吟

跨一鳶謬蔭ョ行（ご竜罰、色

』尋産信，庁（さ『屋曇）

の二今ロ④

］窒忘盾．拝（ご竜胃畠）

蝉窒産徳岸（こく憲恥●零）

言奉信一ゆ（ご雪《ミ」一）

一一）奉信．一帥（胃（）竜一｛ミ・一）

一ｎ塁室信一叩（こく］さへ画一）

冒畢謹唇」小（房亀冨、合一）

三）室信一峡（さ雪ヘミ舎一）

三毒牽信一服（一（）国事畠）

|号
産信誘二｛〕く一室、と

（Ｃ吾輔｛）

・戸皇一一（一署要一壱

二迄隼雲（、祁一．三裂・ぺ君〉

輸号号毎冨｝望ｅ三一９１弓

（ミ軍一詳三）苧包室唾

・二疹一や裳ｅ昔一一ヨ

・ぺ室至急二重｝雲（ご言三塁

（ご星シ三）計ヨ窒一』

・くま判三雲・ぺ

碧望令鼻掌雪ｅ三三唾．ｆ弓

（国昌浄嘩●卜）覗一ヨ室鼻

・↑畠一一〔一堂全一・ぺ

巽尋調・当一一一三ｃく糞〉熟

斗牙零コ勇一（、二』巨三ｌ『号

（ご置浄曙）計望軍室罰

・ぺ琶吟尋包室

・ぺ雪這急兵重一茎（壱三Ｅ尋

（ご忠勇叩・ト）叩一・ヨ室室声

罵Ｈトロ三一の

写』函匡酎

ｌｌｌＩ

ＣＱ
三詞・寧詞

屡卸嘗封
ｌ 』、

○

■
■

ｓ一三三ｓ津吉舎一坪

再差矛。望洋一Ｈ

へ三三三ｓ津言善吟

一一重津〆ｐ

ｓ－ｌ砦三三ｓ一堂屋言

寒戸誌矛。

へ》－１唖三三ｓ濠言言

寒津誌矛。寿達時一）

老そ尋冒。建言葦〆徳

一言１ｍ三三ｓ淳一三菩

壱者嘩官崖書誌矛毎

ｓ言三ｓ淳一【言惑津

詫〆。

ｓ－１酉三三ｓ淳吉寄

考老嘩〈鳶〆・勢彦

信糞〒差〆

.
⑪

０
S
Ｄ
1
4
.
1
2

い八‘ぬ

＞

F

/
Ｏ

１Ｏ
面

Ｓ

Ｊ“割く判型拝筆塞

（冒吟房唖ト）叩一ヨ室一三劃

ぺ碧笥ヨ室謹

く謹三急拝室一室Ｓ巨昌’一ｓ

（ご畠些彊●歩）耳．ヨ室一

へ入や巾。Ｉく）摸頚ｇ三一の

1１

Ｆ戸］一一

0
丁

（三ｅ中）

ﾛ
ﾛ
,

|’

⑪

><等．

Ｃ戸飼

○

（つ②配［）

陰



ＳＫ１４２５

１褐色上（lOYR4/4）

２にぶい茂渦色土（10YR5/4）

、

図版２６第１４次調査

ＳＫ１４１７ａ。ｂ

ｌにぶい黄褐色土（10YR4/3）

２糊仏土（l0YR4/4）
３にぶい批禍色土（lOYR5/3）

.！にぶい貢褐色土（】OYR4/3）

５灰茂褐色土（lOYIW2）

６にぶい断禍色土（l0YR4/3）

ｰ Ｊｌ１１ＴＡＡ､

ー、
のl～5ｍｍの炭化物多く此入｡黄禍缶十況
入。

ゆl～2ｍｍの炭化物少吐混入。

Ａ Ａ･

２６２ｍ へ Ⅱ２５６ｍ

ＳＤ１４１３

禿 ～

ｄｌ～2ｍｍの炭化物やや多く捉入。通

物混入。

巾1~2ｍｍの炭化物少批況入｡
小l～IOmn1の炭化物やや多く況入。
WI褐色･ヒプロック状に多く汎入。
“～3ｍｍの炭化物少鉦混入。Iyl禍色
粒子混入。

巾l~5mmの炭化物やや多く混入｡批
悩色－１:.明禍色土プﾛｯｸ状に混入｡
“～3ｍｍの炭化物やや多く汎入り枇
細色土･明掲色土に陪禍世上が混入｡

０

○

Ａ

｜’

(断面図）

(平面図）

41区Pitl
lにぶい黄褐色士（lOYR4/3）一 ｄｌ～3ｍｍの炭化物やや多く況入‘

鮒&色粒子泌入。

Ｂｉ

２６２ｍ

10区Pitl
l暗褐色土（l0YR3/3）
２にぷい黄褐色土（lOYR4/3）

３灰菰褐色土〔l0YR4/2）

４褐色土（lOYR4/6）

■
” の1~5ｍｍの炭化物やや多く混入｡

“～5ｍｍの炭化物多く混入｡明褐色粒子
混入。

ｄ１~5ｍｍの炭化物多く混入｡函褐色粒子
混入。

,jl~5ｍｍの炭化物少吐混入｡黄褐色土に
錆褐色土混入ロ
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40区Pit2

40区Pitl
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万~弓

炭化物ほとんどなし。翼表土。

巾１mmの炭化物微通混入｡
の１ｍｍの炭化物微避混入｡
炭化物ほとんどなし｡暗褐色土わずかに混入曇

ｊｌｍｍの炭化物徹逓混入。

'１
40区PiI2
１褐色土（７５YR4/3）
２禍色士（75YR‘1/‘1）

３にぷい黄褐色士（lOYR5/4）

Ｃ

ＳＤ１４１４、

巾I～3ｍｍの炭化物やや多いc
dlmmの炭化物少批混入｡
jlmmの炭化物少吐拠入｡
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２１１２ｍ
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画|〆
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34区Pitl

l褐色士（】OYR4′4）

２褐色土（IOYR4/､l）

ｌ暗潤色土（IOYR3/４

(ｌ：４０）

‘ｑ,､ージ'0

ＳＫ１４１７ａ

１５区Pitl

ｌにぶい黄褐色士（lOYIW3〕
２褐色土（lOYRw4）
３暗褐色土（lOYR3/4）
４にぷい黄褐色土（】OYR5'4）
５にぶい黄禍色土（l0YR5/41）

６褐色土（】OYR4/4）

７灰茂褐色土（lOYR4/2）
８灰茂禍色土（lOYR4/2）
９にぷい菰掲色土（lOYR､1/3）
lＯにぶい菰褐色土（lOYR5/4）

Ｃ

巾1ｍｍの炭化物少H混入｡
ゆ１－１０ｍｍの炭化坊多く混入｡遺物混入･
中１ｍｍの炭化物僚量混入｡
“~2mmの炭化物少量混入｡
“~3ｍｍの炭化物やや多く混入｡黄褐色
土ブロック状に混入。

の】~１０ｍｍの炭化物多く混入｡黄褐色土
プロプク状に混入。

“~１０ｍｍの炭化物多く混入｡適杓混入c
“~１０ｍｍの炭化物多く混入｡
の1~１０ｍｍの炭化物少励混入｡
の1ｍｍの炭化物置最混入｡
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忽

40区Ｐｉｔｌ

ｌ褐色土（lOYR4/41）
２褐色土（IOYR.'/4）

３灰州3色土（l0YR4/２
．１灰甜褐色土〔l0YR‘I/２

の】~5ｍｍの炭化物やや多く拠人｡
ゆ1～１０ｍｍの炭化物やや多く混入。り鵬
色土ブロック状に混入ｃ

のl~3mmの炭化物やや多く混入｡
６１～2ｍｍの炭化物少Ⅲ況入。力Y細色土・
明間仏土多く混入．
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の1～5【nmの炭化物少祉混入｡寅褐伝.I認
入。

ｄ,ｍｍの炭化物少､混入｡黄褐色土ブロ
ック状に拠入。

ゆ】~4mmの炭化物やや多く捉入｡黄褐色
土混入Ｄ

ｊｌ～5mmの炭化物多く混入｡黄褐色土ブ
ロック状に混入。
炭化物ほとんどなし。

。'～2mmの炭化物少斑混入｡黄褐色土に
時褐色土混入。

“～4ｍｍの炭化物少最混入。黄褐仏.＋解
入。

め,~１０ｍｍの炭化物少批混入｡黄褐色土
ブロック状に混入。

ｊｌ~5ｍｍの炭化物少nt混入｡黄褐色土に
暗褐色土混入。

“~5ｍｍの炭化物やや多く混入｡
巾'～'0ｍｍの炭化物やや多く混入｡黄褐
色土ブロック択に混入。

巾l~5ｍｍの炭化物多く混入｡黄褐色土.
白色土混入。
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ＳＫ１４２４

】にぶい茂掲色土（lOYR4/3）

２測色上【lOYR4/4）

３１MF褐色士（IOYR4/3）

４悩色上（lOYR4/4）

５１r褐色土（lOYR5/6）

６褐色'二（lOYR4/4）

７出褐色上（lOYR5/6）

８褐色･'二（lOYR1/4）

９褐色上（IOYR4/6）

１０灰批褐色土（lOYR4/2）
lｌにぶい菰褐色土（10YR4/3）

１２㎡氾色士（l0YIW4）
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北東地区個別実測図２（土坑・溝・ピット）（1/４０．１/80）

ＳＫ１４１６ａ。ｂ・Ｃ

ｌ灰蹴褐色土（lOYR4/2）
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